
は
じ
め
に

一
　
妥
協
か
ら
党
合
同
を
経
て

　
１
　
一
八
六
七
年
の
妥
協
と
責
任
内
閣
制

　
２
　
デ
ア
ー
ク
党
政
権
期
の
歴
代
内
閣

　
３
　
一
八
七
五
年
の
党
合
同
か
ら
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
内
閣
ま
で
（
以
上
、
八
十
五
巻
三
号
）

二
　
自
由
党
政
権
後
期

　
１
　
教
会
政
策
を
め
ぐ
る
サ
パ
ー
リ
内
閣
の
閣
内
対
立
と
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
の
国
王
と
の
対
立

　
　
⑴
　
サ
パ
ー
リ
・
ジ
ュ
ラ
内
閣
と
教
会
政
策
を
め
ぐ
る
閣
内
対
立
に
起
因
す
る
同
内
閣
危
機

　
　
⑵
　
第
一
次
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
内
閣
と
一
八
九
四
年
春
の
内
閣
危
機

　
　
⑶
　
第
二
次
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
内
閣
と
一
八
九
四
年
末
・
九
五
年
初
頭
の
内
閣
危
機

　
２
　
一
八
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
野
党
の
議
事
妨
害

　
　
⑴
　
バ
ー
ン
フ
ィ
・
デ
ジ
ェ
ー
内
閣
と
野
党
の
議
事
妨
害
（
以
上
、
本
号
）

　
　
⑵
　
セ
ー
ル
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
内
閣
と
防
衛
力
法
問
題

　
　
⑶
　
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
・
カ
ー
ロ
イ
内
閣
か
ら
第
一
次
テ
ィ
サ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
内
閣
ま
で

三
　
憲
法
危
機
と
君
主
国
末
期

お
わ
り
に

論
　
説

二
重
君
主
国
期
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
責
任
内
閣
制
の
運
用
（
二
）

平
田
　
武

一
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二
　
自
由
党
政
権
後
期

　
１
　
教
会
政
策
を
め
ぐ
る
サ
パ
ー
リ
内
閣
の
閣
内
対
立
と
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
の
国
王
と
の
対
立

　
一
八
七
五
年
か
ら
九
〇
年
ま
で
の
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
の
一
五
年
間
に
わ
た
る
首
相
期
間
中
に
、
共
通
閣
僚
の
交
代
が
あ
っ

た
。
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
・
ジ
ュ
ラ
（
父
）
が
七
九
年
に
共
通
外
相
を
辞
任
し
た
際
に
、
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
（
に
割
り
当
て
ら

れ
た
一
人
の
文
民
）
閣
僚
と
し
て
ス
ラ
ー
ヴ
ィ
・
ヨ
ー
ジ
ェ
フ
を
共
通
財
務
相
に
推
薦
し
た
。
し
か
し
、
ス
ラ
ー
ヴ
ィ
共
通
財
務
相
は

八
二
年
に
ボ
ス
ニ
ア
＝
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
占
領
地
域
の
平
定
に
必
要
な
融
資
を
、（
き
わ
め
て
稀
な
事
例
な
の
だ
が
）
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

派
遣
団
に
否
決
さ
れ
て
辞
任
し
た
。
テ
ィ
サ
は
そ
の
後
任
に
チ
ャ
ー
キ
・
ア
ル
ビ
ン
を
推
し
て
い
た
が
、
グ
ス
タ
ー
フ
・
カ
ー
ル
ノ
キ

共
通
外
相
は
（
ボ
ス
ニ
ア
＝
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
を
所
轄
す
る
）
共
通
財
務
相
の
候
補
に
は
南
ス
ラ
ヴ
人
の
政
治
・
社
会
へ
の
知
識
を
要
求

し
、
共
通
外
務
省
の
（
二
つ
あ
る
局
長
ポ
ス
ト
の
内
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
に
割
り
当
て
ら
れ
た
方
の
）
局
長
だ
っ
た
カ
ー
ラ
イ
・
ベ
ー
ニ
を
共
通

財
務
相
に
据
え
る
こ
と
に
成
功
し
た

(

１)

。
カ
ー
ラ
イ
は
、
も
と
も
と
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
に
引
き
立
て
ら
れ
て
（
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
総
領
事
と
し
て

(

２)

）

外
務
省
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
人
物
で
、
七
〇
年
代
後
半
に
シ
ェ
ン
ニ
ェ
イ
・
パ
ー
ル
の
率
い
る
右
派
野
党
所
属
の
議
員
と
し
て
短

期
間
ハ
ン
ガ
リ
ー
議
会
に
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
が

(

３)

、
前
任
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
共
通
閣
僚
（
ロ
ー
ニ
ャ
イ
・
メ
ニ
ュ
ヘ
ー
ル
ト
共
通
財
務
相
、

ア
ン
ド
ラ
ー
シ
共
通
外
相
、
ス
ラ
ー
ヴ
ィ
共
通
財
務
相
）
が
い
ず
れ
も
デ
ア
ー
ク
党
の
首
相
経
験
者
、
も
し
く
は
後
に
首
相
と
な
っ
た
人
物

で
あ
っ
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
議
会
に
お
い
て
も
、
自
由
党
内
に
お
い
て
も
、
大
き
な
権
威
は
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず
、

国
王
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
内
政
に
関
す
る
最
大
の
助
言
者
と
し
て
行
動
す
る
カ
ー
ラ
イ
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
議
会
と
の
間
に
は
、
九
〇
年
代
以

降
、
明
ら
か
な
齟
齬
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

二
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⑴
　
サ
パ
ー
リ
・
ジ
ュ
ラ
内
閣

(

４)

と
教
会
政
策
を
め
ぐ
る
閣
内
対
立
に
起
因
す
る
同
内
閣
危
機

　
一
八
九
〇
年
三
月
に
辞
任
し
た
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
は
、
自
由
党
内
で
は
穏
健
な
自
由
主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
た
、
も
し
く
は

宮
廷
に
近
い
大
貴
族
（
伯
爵
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
守
派
の
リ
ー
ダ
ー
格
と
も
目
さ
れ
て
い
た
、
農
務
相
の
サ
パ
ー
リ
・
ジ
ュ
ラ
を

後
継
首
班
に
推
薦
し
た

(

５)

。
サ
パ
ー
リ
は
、
前
内
閣
の
閣
僚
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
組
閣
し
た
。
内
相
か
ら
テ
レ
キ
・
ゲ
ー
ザ
を

外
し
て
自
ら
が
兼
任
し
た
他
は
、
農
務
相
の
後
任
に
カ
ー
ラ
イ
共
通
財
務
相
に
近
い
ベ
ト
レ
ン
・
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
ュ

(

６)

を
就
け
た
だ
け

で
、
後
は
第
三
次
テ
ィ
サ
内
閣
の
閣
僚
を
全
員
継
承
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
シ
ラ
ー
ジ
・
デ
ジ
ェ
ー
法
相
、
チ
ャ
ー
キ
・
ア
ル
ビ

ン
文
相
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
蔵
相
、
バ
ロ
シ
ュ
・
ガ
ー
ボ
ル
商
務
相
、
フ
ェ
イ
エ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
リ
・
ゲ
ー
ザ
国
防
相
ら
は

（
他
の
閣
僚
は
、
オ
ル
ツ
ィ
・
ベ
ー
ラ
内
大
臣
、
ヨ
シ
ポ
ヴ
ィ
チ
・
イ
ム
レ
〔
エ
メ
リ
ク
・
ヨ
シ
ポ
ヴ
ィ
チ
〕
無
任
所
⒡
⒢
ク
ロ
ア
チ
ア
担
当
⒡
⒢

相
）、
首
相
の
権
威
に
容
易
に
服
す
る
人
物
た
ち
で
は
な
か
っ
た
。

　
サ
パ
ー
リ
内
閣
は
、
県
レ
ヴ
ェ
ル
の
行
政
の
国
家
管
理
化
、
具
体
的
に
は
多
く
が
県
議
会
に
よ
る
選
出
職
で
あ
る
県
吏
員
を
任
命
職

に
す
る
行
政
改
革
を
試
み
た
が
、
野
党
独
立
党
（
独
立
党
と
四
八
年
党
と
は
再
統
合
し
て
ⅷ
四
八
年
派
独
立
党
ⅸ
を
名
乗
っ
て
い
た
）
の
（
フ
ィ

リ
バ
ス
タ
ー
に
よ
る
）
議
事
妨
害
に
遭
い
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
独
立
党
は
、
四
八
年
派
が
多
数
派
を
占
め
て
い
る
県
で
県
議
会
が
選

出
す
る
（
副
知
事
を
初
め
と
す
る
）
県
吏
員
を
、
国
会
選
挙
に
お
け
る
四
八
年
派
野
党
の
議
席
獲
得
に
不
可
欠
な
も
の
と
見
做
し
て
お

り
、
県
行
政
の
国
家
管
理
化
に
強
く
抵
抗
し
た
の
で
あ
る
。
サ
パ
ー
リ
は
た
っ
た
二
条
だ
け
か
ら
な
る
枠
組
法
（
原
則
を
定
め
た
第
一
条

と
、
詳
細
を
個
別
の
法
案
作
成
に
委
ね
る
第
二
条
か
ら
な
る
）
の
可
決
で
満
足
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

(

７)

。
サ
パ
ー
リ
は
、
党
内
の
求
心
力
強

化
を
意
図
し
て
、
議
会
を
解
散
し
、
一
八
九
二
年
初
頭
に
前
倒
し
総
選
挙
を
実
施
し
た
。
こ
の
選
挙
に
際
し
て
、
六
七
年
の
妥
協
法
を

支
持
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
穏
健
野
党
が
党
名
を
国
民
党
に
変
更
し
、
共
通
軍
に
関
す
る
要
求
（
共
通
軍
の
一
部
を
な
す
ハ
ン
ガ
リ
ー

軍
の
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
、
士
官
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
に
よ
る
養
成
）
を
掲
げ
る
こ
と
に
な
る

(

８)

。
自
由
党
は
多
数
派
を
維
持
し
た
が
、
サ
パ
ー

三
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リ
首
相
の
閣
内
で
の
権
威
の
動
揺
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
こ
の
間
に
教
会
政
策

(

９)

を
め
ぐ
る
議
論
が
、
世
論
・
議
会
・
政
府
内
で
巻
き
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
六
八

年
の
受
容
キ
リ
ス
ト
教
諸
宗
派
間
の
交
婚
の
規
定
（
一
八
六
八
年
第
五
三
号
法
第
一
二
条
に
よ
る
と
、
息
子
が
父
親
の
、
娘
が
母
親
の
宗
派
を
継

承
す
る
）
に
反
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
が
交
婚
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
を
全
て
カ
ト
リ
ッ
ク
に
洗
礼
し
た
ⅷ
恣
意
的
洗
礼el-

keresztel ㊖es
ⅸ
が
世
論
を
刺
激
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
ま
だ
テ
ィ
サ
内
閣
の
も
と
で
九
〇
年
二
月
に
、
チ
ャ
ー
キ
文
相
は
（
裁
判
の
判
例

が
、
洗
礼
は
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
入
信
を
意
味
し
、
特
定
宗
派
へ
の
帰
属
を
意
味
し
な
い
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
）
洗
礼
後
に
謄
本
を
法
令
に
定
め

ら
れ
た
教
会
へ
送
付
す
る
こ
と
を
聖
職
者
に
義
務
づ
け
、
そ
れ
に
反
し
た
場
合
に
科
料
を
科
す
政
令
を
発
し
て
い
た

(

ヮ)

。
エ
ス
テ
ル
ゴ
ム

の
首
座
大
司
教
は
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
指
示
に
従
っ
て
、
六
八
年
法
の
規
定
に
は
従
え
ず
、
チ
ャ
ー
キ
の
政
令
に
も
従
え
な
い
と
し
て

い
た

(

ワ)

。
実
際
に
科
料
を
科
さ
れ
る
下
級
聖
職
者
が
出
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
側
は
こ
れ
を
誇
張
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
版
の
ⅷ
文
化
闘
争
ⅸ
と
呼

ん
だ
。
政
府
は
、
対
応
と
し
て
、
異
宗
派
間
交
婚
の
子
供
に
関
す
る
部
分
的
な
民
事
（
非
教
会
）
登
録
簿
冊
の
導
入
を
検
討
し
て
い
た
。

し
か
し
、
九
二
年
五
月
に
議
会
で
、
独
立
党
の
イ
ラ
ー
ニ
・
ダ
ー
ニ
エ
ル
が
、
文
部
（
宗
教
・
公
教
育
）
省
予
算
の
審
議
に
際
し
て
（
前

年
に
議
会
は
五
ヶ
月
分
の
暫
定
予
算
を
可
決
し
て
、
予
算
案
の
審
議
は
年
を
越
し
て
行
わ
れ
て
い
た
）、
信
仰
の
自
由
と
諸
宗
派
間
の
平
等
に
つ

い
て
の
法
案
作
成
を
文
相
に
指
示
す
る
決
議
案
を
提
出
し
、
こ
れ
に
国
民
党
の
ア
ポ
ニ
・
ア
ル
ベ
ル
ト
が
同
意
し
た
こ
と
か
ら
、
自
由

党
か
ら
も
賛
成
票
が
出
る
こ
と
を
危
惧
し
た
チ
ャ
ー
キ
文
相
が
決
議
案
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
自
由
党
か
ら
は
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル

マ
ー
ン
の
息
子
の
テ
ィ
サ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
が
発
言
し
て
、
政
府
の
提
案
（
部
分
的
民
事
登
録
簿
冊
導
入
）
を
支
持
す
る
が
、
六
八

年
法
の
規
定
を
変
更
す
る
に
は
義
務
的
民
事
婚
の
導
入
が
必
要
に
な
る
と
示
唆
し
た

(

Ρ)

。

　
チ
ャ
ー
キ
は
一
八
九
二
年
七
月
に
、
急
進
的
な
選
択
肢
と
し
て
、
六
八
年
法
の
規
定
を
変
更
す
る
こ
と
と
組
み
合
わ
せ
て
、
義
務
的

民
事
婚
・
全
般
的
民
事
登
録
簿
冊
・
ユ
ダ
ヤ
教
の
受
容
・
信
仰
の
自
由
を
法
制
化
す
る
こ
と
を
閣
議
に
提
案
し
た
。
夏
期
の
議
会
休
会

四
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を
挟
ん
で
、
九
月
以
降
の
閣
議
で
、
チ
ャ
ー
キ
の
提
案
を
支
持
す
る
シ
ラ
ー
ジ
法
相
と
、
こ
れ
に
反
対
す
る
サ
パ
ー
リ
首
相
と
が
対
立

し
た
。
当
初
は
、
シ
ラ
ー
ジ
、
チ
ャ
ー
キ
と
、
こ
れ
に
賛
意
を
示
す
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
蔵
相
に
対
し
て
、
国
王
が
反
対
し
て
い
る
こ
と
を
理

由
に
、
サ
パ
ー
リ
と
（
オ
ル
ツ
ィ
に
代
わ
っ
た
）
セ
ー
ジ
ェ
ー
ニ
＝
マ
リ
チ
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
内
大
臣
と
が
抵
抗
し
て
い
た
が
、
フ
ェ
イ
エ

ー
ル
ヴ
ァ
ー
リ
国
防
相
も
義
務
的
民
事
婚
の
導
入
に
賛
成
す
る
側
に
ま
わ
り
、
選
択
的
民
事
婚
に
留
め
よ
う
と
す
る
サ
パ
ー
リ
は
閣
内

で
孤
立
し
て
い
っ
た
。
九
二
年
一
〇
月
一
七
日
に
国
王
が
主
宰
し
て
開
催
さ
れ
た
閣
議
（
い
わ
ゆ
る
王
冠
会
議koronatan

㊖acs

）
で
は
、

国
王
は
、
恣
意
的
洗
礼
と
登
録
簿
冊
の
問
題
で
あ
っ
た
の
を
、
必
要
以
上
に
物
事
を
推
し
進
め
て
い
る
と
不
満
を
述
べ
た
が
、
閣
内
で

す
で
に
合
意
し
た
、
全
般
的
民
事
登
録
簿
冊
の
導
入
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
受
容
、
信
仰
の
自
由
の
三
点
の
法
制
化
に
は
同
意
を
与
え
た
。
王

冠
会
議
で
も
、
民
事
婚
の
形
態
を
め
ぐ
る
閣
内
の
対
立
が
顕
わ
と
な
り
、（
そ
れ
ま
で
教
会
法
の
領
域
で
あ
っ
た
）
婚
姻
法
を
議
会
で
制
定

し
、
義
務
的
民
事
婚
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
問
題
と
無
関
係
で
は
な
い
か
と
、
議
題
か
ら
の
取
り
下
げ
を
要
求
す
る
国
王
に
対

し
て
、
チ
ャ
ー
キ
は
、
六
八
年
の
異
宗
派
間
の
交
婚
に
関
す
る
法
規
定
を
変
更
す
る
に
は
、
義
務
的
民
事
婚
の
導
入
が
必
要
で
あ
り
、

議
会
審
議
に
際
し
て
政
府
が
義
務
的
民
事
婚
の
導
入
を
企
図
し
て
い
る
と
発
言
す
る
こ
と
へ
の
許
可
を
求
め
た
。
国
王
は
、
法
案
の
上

院
通
過
に
は
爵
位
貴
族
へ
の
叙
爵
に
よ
る
世
襲
議
員
の
増
員
が
必
要
に
な
る
が
、
国
制
上
の
重
要
案
件
以
外
で
は
そ
の
よ
う
な
措
置
は

正
当
化
で
き
な
い
と
反
対
し
た
。
国
王
の
立
場
を
擁
護
し
た
の
は
、
サ
パ
ー
リ
と
セ
ー
ジ
ェ
ー
ニ
の
み
で
あ
り
、
シ
ラ
ー
ジ
、
ヴ
ェ
ケ

ル
レ
、
ベ
ト
レ
ン
、
フ
ェ
イ
エ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
リ
、（
バ
ロ
シ
ュ
の
死
後
、
後
任
の
商
務
相
と
な
っ
た
）
ル
カ
ー
チ
・
ベ
ー
ラ
は
、
チ
ャ
ー
キ

を
支
持
し
た
。
国
王
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
の
六
八
年
五
月
諸
法
に
範
を
取
っ
た
、（
教
会
が
婚
姻
を
認
め
な
い
場
合
な
ど
）
必
要
な
場
合

の
緊
急
民
事
婚
の
導
入
を
提
案
す
る
と
、
シ
ラ
ー
ジ
は
、
緊
急
民
事
婚
は
論
外
で
、
選
択
的
民
事
婚
か
義
務
的
民
事
婚
し
か
選
択
肢
は

な
い
と
、
一
蹴
し
た
。
し
か
し
国
王
は
、
義
務
的
民
事
婚
の
導
入
に
対
し
て
の
み
は
、
首
相
の
立
場
を
擁
護
し
て
、
反
対
の
態
度
を
崩

さ
な
か
っ
た

(

ヰ)

。
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こ
の
王
冠
会
議
の
後
に
チ
ャ
ー
キ
文
相
は
辞
意
を
表
明
し
、
こ
れ
を
受
け
て
国
王
は
サ
パ
ー
リ
首
班
の
ま
ま
で
の
内
閣
改
造
を
企
図

し
、
サ
パ
ー
リ
は
閣
内
を
再
統
一
す
る
た
め
の
政
府
声
明
案
を
国
王
に
相
談
し
に
ウ
ィ
ー
ン
ヘ
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
、
自

由
党
ク
ラ
ブ
内
で
は
主
要
閣
僚
と
党
の
指
導
者
た
ち
が
倒
閣
運
動
を
始
め
、
議
員
を
説
得
し
て
党
内
は
義
務
的
民
事
婚
支
持
が
多
数
派

と
な
っ
た

(
‾)

。
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
に
戻
っ
た
サ
パ
ー
リ
は
、
一
一
月
二
日
の
閣
議
で
、
す
で
に
閣
議
決
定
し
た
三
法
案
を
早
急
に
議
会
に
上

呈
す
る
こ
と
と
、
民
事
婚
に
つ
い
て
法
案
を
提
出
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と
と
を
、
議
会
で
声
明
す
る
と
い
う
妥
協
案
を
提
示
し

た
。
し
か
し
、
他
の
閣
僚
は
与
党
内
の
支
配
的
意
見
に
言
及
し
て
、
声
明
案
を
不
十
分
と
し
、
閣
議
は
、
教
会
政
策
で
一
致
し
た
意
見

を
持
つ
内
閣
が
必
要
と
い
う
点
で
合
意
し
て
、
全
閣
僚
の
辞
任
を
決
定
し
た

(

ヱ)

。

⑵
　
第
一
次
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
内
閣
と
一
八
九
四
年
春
の
内
閣
危
機

　
国
王
は
サ
パ
ー
リ
首
相
の
辞
任
を
受
け
入
れ
、
後
継
首
相
の
選
任
の
た
め
に
何
人
か
の
指
導
的
政
治
家
と
エ
ス
テ
ル
ゴ
ム
首
座
大
司

教
と
を
ウ
ィ
ー
ン
に
呼
ん
だ
。
こ
の
頃
か
ら
、
国
王
の
前
に
は
二
つ
の
選
択
肢
が
存
在
し
て
い
た
。
一
つ
は
、
自
由
党
の
多
数
派
の
支

持
を
得
て
い
る
テ
ィ
サ
派
自
由
主
義
者
の
教
会
政
策
改
革
（
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
は
、
一
一
月
九
日
の
自
由
党
の
党
会
合
で
、
義
務
的
民

事
婚
を
支
持
す
る
演
説
を
行
っ
た
）
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
二
重
制
を
堅
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
反
対
し
て

い
る
政
策
を
支
持
す
る
こ
と
は
、
国
王
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
に
反
し
て
い
た
。
も
う
一
つ
の
可
能
性
は
、
自
由
党
内
の
保
守
派
と
国
民

党
（
の
連
合
、
も
し
く
は
党
合
同
）
に
依
拠
し
て
新
し
い
政
府
与
党
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
こ
の
場
合
に
は
、
国
民
党
の
共
通
軍
に
関
す

る
要
求
の
、
少
な
く
と
も
一
部
を
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

(
＿)

。

　
国
王
は
、
一
八
九
二
年
一
一
月
一
〇
日
に
サ
パ
ー
リ
首
相
、
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
元
首
相
、
バ
ー
ン
フ
ィ
・
デ
ジ
ェ
ー
下
院
議

長
、
セ
ー
ル
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
元
蔵
相
、
ヴ
ァ
サ
リ
・
コ
ロ
ジ
ュ
首
座
大
司
教
、
翌
一
一
日
に
は
フ
ェ
イ
エ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
リ
国
防
相
、
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ヴ
ェ
ケ
ル
レ
蔵
相
、
カ
ー
ル
ノ
キ
共
通
外
相
、
カ
ー
ラ
イ
共
通
財
務
相
と
謁
見
し
た
。
サ
パ
ー
リ
以
外
の
自
由
党
の
政
治
家
は
、
義
務

的
民
事
婚
を
新
政
府
の
方
針
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
進
言
し
、
国
王
は
首
座
大
司
教
に
民
事
婚
の
導
入
は
避
け
ら
れ
な
い
旨
を
伝

え
た

(
ー)

。
セ
ー
ル
を
謁
見
に
呼
ん
だ
の
は
、
テ
ィ
サ
派
に
属
さ
な
い
政
治
家
の
意
見
が
聞
き
た
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
七
八
年
に

第
二
次
テ
ィ
サ
内
閣
の
蔵
相
を
辞
任
し
て
以
降
、
一
時
期
自
由
党
を
離
れ
て
い
た
（
八
一
〜
八
七
年
選
挙
ま
で
は
無
所
属
と
し
て
議
員
に
選

出
さ
れ
て
お
り
、
九
二
年
選
挙
で
再
び
自
由
党
議
員
と
な
っ
た
）
セ
ー
ル
は
、
国
王
に
下
院
多
数
派
の
政
党
活
動
に
、
よ
り
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
を
約
束
す
る
に
と
ど
ま
っ
た

(

―)

。
謁
見
に
呼
ば
れ
た
政
治
家
の
多
く
が
、（
急
進
的
教
会
政
策
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
取
っ
た
チ
ャ
ー

キ
は
、
国
王
が
後
継
首
班
と
し
て
拒
否
し
た
こ
と
か
ら
）
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
を
首
班
に
推
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
を
次
官
か
ら
蔵
相
に

取
り
立
て
た
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
が
彼
を
首
相
に
推
挙
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る

(

ヲ)

。
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
は
、
義
務
的

民
事
婚
の
政
府
綱
領
へ
の
取
り
入
れ
と
、
チ
ャ
ー
キ
文
相
、
シ
ラ
ー
ジ
法
相
の
留
任
を
条
件
に
組
閣
を
引
き
受
け
た

(

‐)

。

　
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
憲
政
史
上
初
の
市
民
（
貴
族
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
系
市
民
の
家
系
）
出
身
の
首
相
と
し
て
最
初
の
内
閣
（
彼

は
こ
の
後
、
三
期
に
わ
た
っ
て
首
相
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
）
を
組
閣
し
た
。
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
も
、
前
内
閣
の
閣
僚
を
ほ
ぼ
継
承
し
た
。
首
相

が
兼
任
し
て
い
た
内
相
ポ
ス
ト
に
ヒ
エ
ロ
ニ
ミ
・
カ
ー
ロ
イ
を
起
用
し
、
駐
ベ
ル
リ
ン
大
使
に
転
出
し
た
セ
ー
ジ
ェ
ー
ニ
に
代
え
て
、

テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
の
弟
の
テ
ィ
サ
・
ラ
ヨ
シ
ュ
を
内
大
臣
に
就
け
た
以
外
は
、
前
内
閣
の
閣
僚
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
の
で

あ
る
。
首
相
が
蔵
相
を
兼
任
し
、
シ
ラ
ー
ジ
法
相
、
チ
ャ
ー
キ
文
相
、
フ
ェ
イ
エ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
リ
国
防
相
と
い
っ
た
急
進
的
教
会
政
策

の
支
持
者
を
中
心
と
し
て
、
後
に
自
由
主
義
的
改
革
を
実
現
し
た
ⅷ
大
内
閣
ⅸ
と
も
呼
ば
れ
た
政
府
を
構
成
し
た
の
だ
っ
た
（
他
の
閣

僚
は
、
ル
カ
ー
チ
・
ベ
ー
ラ
商
務
相
、
ベ
ト
レ
ン
農
務
相
、
ヨ
シ
ポ
ヴ
ィ
チ
無
任
所
相

(

〜)

）。

　
一
一
月
一
九
日
、
議
会
で
政
府
綱
領
を
表
明
し
た
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
は
、
教
会
政
策
に
関
し
て
、
国
王
の
同
意
の
下
に
ユ
ダ
ヤ
教
の
受
容

と
、
信
仰
の
自
由
と
、
民
事
登
録
簿
冊
の
導
入
に
つ
い
て
の
法
案
を
議
会
に
上
呈
す
る
こ
と
と
、
婚
姻
法
に
つ
い
て
は
、
義
務
的
民
事

七
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婚
の
導
入
で
閣
内
は
一
致
し
て
お
り
、
国
王
も
こ
れ
に
（
細
目
に
つ
い
て
は
今
後
作
成
さ
れ
る
法
案
を
批
判
す
る
権
利
を
留
保
し
た
ま
ま
）
原

則
的
な
同
意
を
与
え
た
こ
と
と
を
明
ら
か
に
し
た

(

‖)

。
ユ
ダ
ヤ
教
の
受
容
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ユ
ダ
ヤ
教
が
、
す
で
に
受
容
さ
れ
て
い
る

キ
リ
ス
ト
教
諸
宗
派
（
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
、
福
音
派
、
改
革
派
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
、
東
方
正
教
、
東
方
帰
一
派
）
と
同
格
に
な
り
、
ま
た

受
容
諸
宗
派
間
の
交
婚
を
定
め
た
一
八
六
八
年
第
五
三
号
法
の
対
象
と
な
る
、
す
な
わ
ち
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
間
の
婚
姻

が
合
法
化
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
民
事
登
録
簿
冊
の
導
入
に
よ
っ
て
、
チ
ャ
ー
キ
が
九
〇
年
二
月
に
出
し
た
政
令
は
不
要
と

な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
義
務
的
民
事
婚
の
導
入
は
、
六
八
年
の
異
宗
派
間
の
婚
姻
に
関
す
る
規
定
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
従
え
な
い
と
す

る
同
法
第
一
二
条
）
の
変
更
の
前
提
と
な
る
も
の
と
目
さ
れ
て
い
た
。
実
際
に
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
は
、
九
三
年
四
〜
五
月
に
、
ユ
ダ
ヤ

教
の
受
容
、
民
事
登
録
簿
冊
の
導
入
、
信
仰
の
自
由
に
関
す
る
三
つ
の
法
案
を
議
会
に
上
呈
し
、
同
年
一
二
月
に
は
、
義
務
的
民
事
婚

の
導
入
に
関
す
る
法
案
と
、
異
宗
派
間
の
交
婚
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
の
宗
派
帰
属
に
関
す
る
（
一
八
六
八
年
第
五
三
号
法
第
一
二
条
の
修

正
）
法
案
と
を
、
議
会
に
上
呈
し
た
。
議
会
下
院
は
、
各
法
案
の
委
員
会
審
議
を
終
え
る
と
、
翌
九
四
年
二
月
後
半
に
、
義
務
的
民
事

婚
法
案
か
ら
下
院
本
会
議
で
の
審
議
を
開
始
し
た

(
｜)

。

　
自
由
主
義
的
な
教
会
政
策
改
革
が
議
題
に
上
っ
た
こ
と
は
、
政
党
シ
ス
テ
ム
を
流
動
化
さ
せ
た
。
そ
れ
ま
で
国
制
上
の
対
立
に
沿
っ

て
配
列
さ
れ
て
い
た
議
会
内
諸
政
党
は
、
自
由
主
義
対
保
守
主
義
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
対
立
軸
に
沿
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
た
の

で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
与
党
自
由
党
内
（
教
会
政
策
改
革
反
対
派
は
、
党
内
で
ⅷ
清
廉
派p

㊖uroszok

ⅸ
を
名
乗
っ
て
い
た
）
か
ら
は
、

一
八
九
三
年
末
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
司
教
会
議
が
義
務
的
民
事
婚
の
導
入
に
反
対
す
る
司
教
教
書
を
出
し
て
以
降
、
九
四
年
初
頭
に

は
離
党
者
が
相
次
ぎ
、
異
論
派disszidensek

と
呼
ば
れ
た
彼
ら
は
サ
パ
ー
リ
前
首
相
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
三
五
名
を
数
え
た
。
独

立
党
（
四
八
年
派
独
立
党
）
は
、
教
会
政
策
法
案
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
三
分
裂
し
た
。
イ
ラ
ー
ニ
・
ダ
ー
ニ
エ
ル
が
九
二
年
一
一
月
に

亡
く
な
っ
て
以
降
、
党
の
リ
ー
ダ
ー
の
座
に
あ
っ
た
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
カ
ー
ロ
イ
は
、
ト
リ
ノ
に
亡
命
し
て
い
る
コ
シ
ュ
ー
ト
・
ラ
ヨ
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シ
ュ
か
ら
指
示
さ
れ
た
政
府
の
教
会
政
策
法
案
を
支
持
す
べ
し
と
い
う
方
針
で
党
内
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
九
三
年
五
月
に
少

数
の
仲
間
を
率
い
て
離
党
し
た
（
全
国
独
立
党
）。
ウ
グ
ロ
ン
・
ガ
ー
ボ
ル
の
率
い
る
、
や
は
り
少
数
派
は
、（
そ
れ
以
前
か
ら
別
行
動
を
取

っ
て
い
た
が
）
政
府
へ
の
反
対
を
優
先
す
る
立
場
を
取
っ
た
。
残
部
の
多
数
派
（
母
体
党anyap

㊖art

な
い
し
本
体
党t ψorzsp

㊖art

な
ど
と
呼
ば

れ
た
）
は
、
ユ
シ
ュ
ト
・
ジ
ュ
ラ
を
新
し
く
党
の
リ
ー
ダ
ー
に
据
え
た
。
ユ
シ
ュ
ト
自
身
は
政
府
法
案
支
持
の
立
場
で
、
党
内
の
多
数

派
も
こ
の
立
場
だ
っ
た
が
、
党
の
分
裂
を
避
け
る
た
め
に
ユ
シ
ュ
ト
派
の
独
立
党
本
体
は
、
教
会
政
策
法
案
へ
の
投
票
に
党
議
拘
束
を

か
け
な
い
方
針
を
と
っ
た
。
ア
ポ
ニ
の
率
い
る
国
民
党
も
、
党
内
に
賛
成
派
と
反
対
派
が
い
た
。
ア
ポ
ニ
自
身
は
必
要
な
場
合
の
緊
急

民
事
婚
の
支
持
者
だ
っ
た
が
、
党
内
に
は
少
数
だ
が
政
府
法
案
支
持
者
も
い
た
た
め
、
独
立
党
本
体
と
同
じ
く
、
九
四
年
二
月
に
自
由

投
票
の
方
針
を
と
っ
た

(

…)

。
九
四
年
初
頭
の
離
党
者
を
除
い
た
自
由
党
議
員
は
、
総
定
員
四
一
三
名
の
下
院
に
お
い
て
二
〇
八
名
を
数
え

た
の
み
で
（
自
由
党
に
所
属
す
る
議
長
は
投
票
に
参
加
し
な
い
か
ら
、
四
一
二
名
の
投
票
す
る
議
員
の
中
で
二
〇
七
名
を
占
め
る
自
由
党
は
ギ
リ
ギ

リ
の
多
数
派
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
）、
党
内
に
は
ま
だ
立
場
の
動
揺
し
て
い
る
者
も
い
た
こ
と
か
ら
、
法
案
の
可
決
に
は
野
党
内
の
自

由
主
義
者
た
ち
の
支
持
が
不
可
欠
で
あ
っ
た

(

‥)
。

　
義
務
的
民
事
婚
の
導
入
に
関
す
る
法
案
は
、
一
八
九
四
年
四
月
一
二
日
に
、
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
派
と
ユ
シ
ュ
ト
派
の
独
立
党
か
ら
の
支

持
を
得
て
第
一
読
会
で
可
決
さ
れ
た
（
可
二
八
一
、
否
一
〇
六
、
欠
席
二
五

(

（)

）。
第
二
読
会
で
の
逐
条
審
議
を
経
て
、
一
八
日
の
第
三
読
会

で
も
同
様
の
支
持
を
得
て
可
決
さ
れ
（
起
立
多
数
）、
上
院
に
送
付
さ
れ
た

(

ン)

。
し
か
し
、
上
院
は
五
月
一
〇
日
に
第
一
読
会
で
点
呼
投
票

に
よ
っ
て
否
決
し
（
可
一
一
八
、
否
一
三
九
）、
下
院
に
差
し
戻
し
た

(
ヴ)

。
下
院
は
五
月
二
一
日
に
修
正
な
し
で
再
可
決
し
て
（
可
二
七
二
、

否
一
〇
四
、
欠
席
三
五
、
欠
員
一
）、
上
院
に
送
付
し
た

(

）)

。
上
院
通
過
に
は
国
王
・
宮
廷
の
政
府
へ
の
支
持
が
不
可
欠
だ
っ
た
が
、
こ
れ
に

先
立
っ
て
、
あ
る
出
来
事
が
国
王
の
首
相
へ
の
信
任
を
動
揺
さ
せ
て
い
た
。
九
四
年
三
月
二
〇
日
に
ト
リ
ノ
で
コ
シ
ュ
ー
ト
・
ラ
ヨ
シ

ュ
が
亡
く
な
り
、
遺
骸
が
祖
国
に
戻
さ
れ
た
。
国
王
は
国
葬
を
禁
じ
、
政
府
・
軍
・
官
僚
の
葬
儀
へ
の
参
加
を
厳
禁
し
た
。
ヴ
ェ
ケ
ル

九
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レ
は
、
コ
シ
ュ
ー
ト
が
首
都
の
名
誉
市
民
で
あ
る
こ
と
を
口
実
に
、
首
都
に
葬
儀
を
主
催
さ
せ
、
四
月
一
日
に
盛
大
な
葬
儀
が
行
わ
れ

た
。
閣
僚
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
の
こ
の
対
応
は
、
国
王
の
不
興
を
買
っ
て
い
た

(

〔)

。
国
王
は
、
こ
の
こ
と
と
、
下
院
に

お
い
て
四
八
年
派
と
協
働
す
る
こ
と
と
を
見
て
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
へ
の
不
信
を
強
め
て
い
た
の
で
あ
る

(

〕)

。
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
は
、
上
院
の

勅
撰
議
員
枠
の
欠
員
三
名
を
任
命
す
る
こ
と
と
、
上
院
で
の
可
決
に
必
要
な
だ
け
の
世
襲
議
員
の
増
員
（
爵
位
貴
族
へ
の
叙
爵
）
と
を
国

王
に
申
し
出
た
が

(
﹇)

、
国
王
は
後
者
を
拒
否
し
た

(

﹈)

。
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
は
、
二
重
制
を
維
持
す
る
上
で
、
自
由
党
が
国
王
に
不
可
欠
な
存
在
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
王
の
支
持
を
引
き
出
せ
る
と
考
え
た
の
だ
が
、
国
王
は
、
上
院
の
大
貴
族
に
投
票
で
の
欠
席
を
働
き
か
け
る
が
、

こ
れ
が
最
後
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
も
こ
れ
以
外
も
し
な
い
、
と
首
相
に
伝
え
た

(

｛)

。
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
は
、
国
王
の
信
任
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
を
悟
り
、
五
月
三
一
日
の
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
謁
見
の
場
で
、
口
頭
で
辞
任
を
申
し
出
て
、
実
際
に
了
承
さ
れ
た
の
で
あ
る

(

｝)

。

　
国
王
は
、
カ
ー
ラ
イ
共
通
財
務
相
と
カ
ー
ル
ノ
キ
共
通
外
相
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
特
に
前
者
が
庇
護
し
て
い
た
ク
ロ
ア
チ
ア

太
守
（
総
督
）
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
・
カ
ー
ロ
イ
を
首
相
に
就
け
る
こ
と
を
以
前
か
ら
企
図
し
て
い
た

(

〈)

。
国
王
や
カ
ー
ラ
イ

の
意
図
は
、
教
会
政
策
法
の
成
立
を
俟
っ
て
、
サ
パ
ー
リ
の
率
い
る
異
論
派
議
員
グ
ル
ー
プ
と
、
ア
ポ
ニ
の
率
い
る
六
七
年
派
の
国
民

党
と
、
自
由
党
の
保
守
派
と
の
合
同
に
よ
っ
て
、
よ
り
保
守
的
な
六
七
年
派
与
党
を
創
出
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が

(

〉)

、
義
務
的
民
事

婚
法
案
の
上
院
で
の
否
決
を
受
け
て

(

《)

、
教
会
政
策
法
案
の
保
守
的
な
改
訂
も
視
野
に
入
れ
て
、
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
に
政
権

を
委
ね
よ
う
と
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

(

》)

。
六
月
一
日
に
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
は
国
王
か
ら
組
閣
を
（
口
頭
で
）
委
任
さ
れ
た
。

組
閣
が
自
由
党
内
で
困
難
に
逢
着
す
る
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

(

「)

。
し
か
し
、
実
質
的
に
解
任
さ
れ
た
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
に
対
し
て
、

自
由
党
は
六
月
二
日
の
党
会
合
で
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
と
彼
の
閣
僚
に
対
す
る
信
任
を
表
明
す
る
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た

(

」)

。
テ
ィ
サ

親
子
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
自
由
党
の
中
核
を
な
す
強
硬
派
自
由
主
義
者
（
重
商
派
）
も
、
シ
ラ
ー
ジ
や
、
そ
の
後
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る

ア
ン
ド
ラ
ー
シ
・
ジ
ュ
ラ
（
子
）
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
穏
健
派
自
由
主
義
者
も
、
一
致
し
て
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
を
支
持
し
た
の
で
あ

一
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る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
議
会
下
院
の
多
数
派
が
、
国
王
の
組
閣
委
任
者
を
実
質
的
に
拒
否
し
た
、
こ
れ
が
そ
の
初
め
て
の
事
例
で
あ
っ
た
。

六
月
二
日
に
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
は
自
由
党
ク
ラ
ブ
内
で
、
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
、（
自
由
党
の
形
式
上
の
党
首
で
、
党
会

合
の
議
長
を
務
め
る
）
ポ
ド
マ
ニ
ツ
キ
ー
・
フ
リ
ジ
ェ
シ
ュ
、（
副
党
首
）
ダ
ラ
ー
ニ
・
イ
グ
ナ
ー
ツ
、（
カ
ー
ラ
イ
共
通
財
務
相
に
近
い
）
フ

サ
ー
ル
・
カ
ー
ロ
イ
と
話
を
し
て
、
組
閣
の
見
込
み
の
な
い
こ
と
を
看
取
し
た

(

『)

。

　
国
王
は
六
月
四
日
に
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
を
訪
れ
た
が
、
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
が
組
閣
の
委
任
を
返
上
し
た
た
め
、
ク
エ
ン
の

推
薦
で
、
バ
ー
ン
フ
ィ
・
デ
ジ
ェ
ー
下
院
議
長
と
ス
ラ
ー
ヴ
ィ
・
ヨ
ー
ジ
ェ
フ
上
院
議
長
と
謁
見
し
た
。
国
王
は
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
に
再

組
閣
を
委
任
す
る
こ
と
、
そ
の
際
に
チ
ャ
ー
キ
文
相
と
シ
ラ
ー
ジ
法
相
を
閣
僚
か
ら
外
す
こ
と
を
条
件
と
す
る
こ
と
を
、
二
人
に
伝
え

た
（
形
式
上
は
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
の
辞
任
を
受
入
れ
た
国
王
の
下
達
文
書
は
六
月
四
日
付
け
で
あ
り
、
前
内
閣
の
罷
免
は
内
閣
改
造
を
容
易
に
す
る

意
図
も
あ
っ
た
）。
バ
ー
ン
フ
ィ
か
ら
こ
の
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
チ
ャ
ー
キ
は
、
即
座
に
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
に
対
し
て
新
内
閣
で
は
文
相
を
引

き
受
け
な
い
こ
と
を
伝
え
た

(

』)

。
国
王
は
翌
五
日
に
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
首
相
、
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
、
セ
ー
ル
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
と
順

に
謁
見
し
た
。
国
王
は
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
に
組
閣
を
委
任
し
た
が
、
三
者
は
共
に
シ
ラ
ー
ジ
法
相
を
閣
内
に
留
め
置
く
よ
う
に
国
王
に
説
得

を
試
み
た
。
七
日
に
も
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
は
謁
見
の
場
で
シ
ラ
ー
ジ
抜
き
で
の
組
閣
に
反
対
す
る
意
見
を
伝
え
た
。
他
方
で
、
バ
ー
ン
フ

ィ
は
同
日
の
謁
見
を
終
え
る
と
、
党
ク
ラ
ブ
内
で
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
が
組
閣
に
成
功
し
な
け
れ
ば
、
自
分
が
組
閣
を
委
任
さ
れ
る
羽
目
に

な
る
の
で
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
の
組
閣
を
急
ぐ
よ
う
に
と
触
れ
回
っ
た
。
テ
ィ
サ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
バ
ー
ン
フ
ィ
内
閣
案
に
対

し
て
、ⅷ
ナ
ン
セ
ン
スabszurdum

ⅸ
と
取
り
合
わ
な
か
っ
た
が
、
バ
ー
ン
フ
ィ
が
嫌
が
っ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
六
月

八
日
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
が
シ
ラ
ー
ジ
法
相
抜
き
で
組
閣
す
る
こ
と
も
止
む
を
得
な
い
か
と
覚
悟
し
始
め
た
頃
に
、
国
王
の
信
頼
の
厚
い
フ

ェ
イ
エ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
リ
国
防
相
が
謁
見
に
臨
み
、
シ
ラ
ー
ジ
法
相
の
留
任
を
国
王
に
説
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
、
内
閣
危
機
は
解
消

し
た

(

【)

。

一
一
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自
由
党
が
国
王
の
組
閣
委
任
者
を
拒
否
し
た
こ
と
で
、
議
会
下
院
多
数
派
政
党
の
信
任
の
な
い
政
府
を
設
立
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
と
は
異
な
っ
て
、
議
会
多
数
派
の
意
向
と
無
関
係
に
、
総
督
経
験
者
の
よ
う
な
高

級
官
僚
を
首
相
に
任
命
す
る
こ
と
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
他
方
で
、
宮
廷
側
は
こ
れ
を
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と

捉
え
て
お
り

(
】)

、
自
由
党
内
に
も
国
王
大
権
（
首
相
・
閣
僚
任
命
権
）
へ
の
制
約
と
し
て
危
惧
す
る
声
は
あ
が
っ
て
い
た

(

＝)

。

⑶
　
第
二
次
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
内
閣
と
一
八
九
四
年
末
・
九
五
年
初
頭
の
内
閣
危
機

　
一
八
九
四
年
六
月
九
日
に
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
は
首
相
に
再
任
さ
れ
、
閣
僚
名
簿
を
国
王
に
提
出
し
た
。
蔵
相
を
首
相
が
兼
任
し
、
フ
ェ
イ

エ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
リ
国
防
相
、
シ
ラ
ー
ジ
法
相
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ミ
内
相
、
ル
カ
ー
チ
・
ベ
ー
ラ
商
務
相
、
ヨ
シ
ポ
ヴ
ィ
チ
無
任
所
相
が
留
任

し
た
。
辞
任
し
た
チ
ャ
ー
キ
に
代
わ
っ
て
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
（
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ヨ
ー
ジ
ェ
フ
の
息
子
）
が
文
相
に
、
内
大

臣
に
は
テ
ィ
サ
・
ラ
ヨ
シ
ュ
に
代
え
て
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
ュ
・
ジ
ュ
ラ
（
子
）
が

(

ぁ)

、
農
務
相
に
は
、
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
の
組

閣
運
動
に
荷
担
し
た
ベ
ト
レ
ン
・
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
ュ
に
代
え
て

(

ぃ)

、
し
ば
ら
く
後
に
な
っ
て
フ
ェ
シ
ュ
テ
テ
ィ
チ
・
ア
ン
ド
ル
が
就
い

た
。

　
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
は
六
月
一
二
日
、
議
会
で
政
府
綱
領
演
説
に
立
ち
、ⅷ
皇
帝
・
使
徒
国
王
陛
下
が
、
教
会
政
策
法
案
の
政
治
的
必
要
性

に
つ
い
て
政
府
に
同
意
し
て
い
る
こ
と
と
、
我
が
国
の
政
治
状
況
か
ら
法
案
が
一
刻
も
早
く
法
制
化
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
と
を
、〔
議
会
に
お
い
て
⒡
⒢
引
用
者
注
〕
私
が
表
明
す
る
こ
と
を
陛
下
は
許
可
さ
れ
た
ⅸ
と
発
言
し
た

(

ぅ)

。
実
際
に
国
王
は
、

勅
撰
議
員
枠
の
空
席
の
三
名
を
任
命
し
、
ま
た
上
院
議
員
の
説
得
に
当
た
り
（
反
対
派
議
員
に
欠
席
を
働
き
か
け
た
）、
上
院
は
義
務
的
民

事
婚
法
案
を
六
月
二
一
日
に
再
投
票
に
か
け
て
、
僅
差
で
可
決
し
た
（
可
一
二
八
、
否
一
二
四

(

ぇ)

）。
下
院
は
、
第
一
次
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣

危
機
に
先
だ
っ
て
、
五
月
の
内
に
既
に
民
事
登
録
簿
冊
導
入
法
案
を
可
決
し
て
い
た
が
、
六
月
下
旬
に
は
残
り
の
三
法
案
も
可
決
し
、

一
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全
て
上
院
に
送
付
し
た
。
夏
の
休
会
と
秋
の
派
遣
団
の
審
議
を
挟
ん
で
一
〇
月
に
再
開
し
た
議
会
の
上
院
で
、
民
事
登
録
簿
冊
導
入
法

案
は
可
決
さ
れ
、
異
宗
派
間
の
交
婚
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
の
宗
派
帰
属
に
関
す
る
法
案
は
修
正
（
一
部
削
除
）
の
上
で
可
決
さ
れ
た
。

し
か
し
、
信
仰
の
自
由
に
関
す
る
法
案
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
受
容
に
関
す
る
法
案
は
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
下
院
は
こ
の
う
ち
、
子
供
の

宗
派
帰
属
に
関
す
る
法
案
の
上
院
に
よ
る
修
正
を
可
決
し
て
、
残
り
の
二
法
案
は
再
度
（
子
供
の
宗
派
帰
属
に
関
す
る
法
案
か
ら
削
除
さ
れ

た
部
分
を
、
信
仰
の
自
由
に
関
す
る
法
案
に
挿
入
し
た
上
で
）
可
決
し
て
上
院
に
送
付
し
た
。
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
政
府
は
、
上
下
両
院
で
可
決
さ

れ
た
民
事
登
録
簿
冊
法
案
、
義
務
的
民
事
婚
法
案
、
子
供
の
宗
派
帰
属
に
関
す
る
法
案
の
三
つ
を
、
裁
可
の
た
め
に
国
王
に
送
付

し
た

(

ぉ)

。

　
し
か
し
、
国
王
と
カ
ー
ラ
イ
共
通
財
務
相
と
は
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
の
解
任
を
既
に
決
意
し
て
お
り
、
た
だ
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

っ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た

(

っ)

。
国
王
は
教
会
政
策
三
法
案
の
裁
可
を
引
き
延
ば
し
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
首
相
を
辞
任
に
追
い
込
も
う
と
し
た
。
ヴ

ェ
ケ
ル
レ
は
、
残
り
の
二
法
案
の
審
議
に
際
し
て
上
院
に
圧
力
を
か
け
る
た
め
に
も
、
国
王
に
よ
る
三
法
案
の
裁
可
が
先
に
必
要
だ
と

考
え
て
い
た
が
、
国
王
は
全
五
法
案
の
裁
可
を
同
時
に
行
う
と
い
う
口
実
で
、
裁
可
を
先
延
ば
し
し
た

(

ゃ)

。
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
は
、
一
一
月
二

六
日
の
謁
見
の
場
で
、
三
法
案
の
裁
可
と
交
換
に
内
閣
が
辞
任
す
る
こ
と
を
申
し
出
て
、
了
承
さ
れ
た
。
一
二
月
九
日
に
国
王
が
三
法

案
を
裁
可
す
る
と
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
は
、
下
院
の
暫
定
予
算
可
決
後
、
一
二
月
二
一
日
に
総
辞
職
し
た
。
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
は
一
二
月
二

八
日
に
下
院
に
お
い
て
、
総
辞
職
の
理
由
に
つ
い
て
、ⅷ
王
位korona

の
至
高
の
信
任
ⅸ
を
ⅷ
必
要
な
ほ
ど
に
は
享
受
し
て
い
な
い

こ
と
ⅸ
と
説
明
し
た

(

ゅ)

。
す
な
わ
ち
、
議
会
多
数
派
政
党
の
信
任
を
得
て
い
る
政
府
が
、
国
王
の
信
任
を
失
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
辞

任
し
た
の
で
あ
る

(

ょ)

。

　
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
は
、
一
一
月
二
六
日
の
謁
見
の
た
め
に
ウ
ィ
ー
ン
に
出
向
く
前
に
、
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
と
セ
ー
ル
に
会
っ
て
後

任
を
打
診
し
た
が
断
ら
れ
、
テ
ィ
サ
の
推
薦
で
、
テ
ィ
サ
で
は
な
く
バ
ー
ン
フ
ィ
を
後
任
に
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
た

(

ゎ)

。
ヴ
ェ
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ケ
ル
レ
は
、
内
閣
の
総
辞
職
を
国
王
に
伝
え
た
一
二
月
二
〇
日
の
謁
見
で
は
、
後
任
に
セ
ー
ル
と
バ
ー
ン
フ
ィ
と
ス
ラ
ー
ヴ
ィ
の
名
を

挙
げ
、
し
か
し
付
言
し
て
、ⅷ
セ
ー
ル
は
や
り
た
が
ら
な
い
、
バ
ー
ン
フ
ィ
は
適
任
で
な
い
、
ス
ラ
ー
ヴ
ィ
は
御
輿
に
過
ぎ
な
い
ⅸ
と

述
べ
た

(
ァ)

。
国
王
と
カ
ー
ラ
イ
共
通
財
務
相
の
後
任
候
補
は
、
今
回
も
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
だ
っ
た
が
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
は
ク
エ

ン
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
内
情
に
疎
い
こ
と
を
理
由
に
反
対
し
て
い
た

(

ィ)

。
カ
ー
ラ
イ
は
、
サ
パ
ー
リ
派
と
ア
ポ
ニ
の
国
民
党
と
の
合
同
で
自

由
党
を
拡
大
し

(
ゥ)

、
ク
エ
ン
を
後
任
首
相
に
就
け
る
こ
と
を
画
策
し
た
が
、
ク
エ
ン
自
身
が
今
回
は
乗
り
気
で
な
か
っ
た

(

ェ)

。

　
国
王
が
ブ
ダ
に
赴
き
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
の
用
意
し
た
リ
ス
ト
に
従
っ
て
、
一
二
月
二
七
〜
三
〇
日
の
四
日
間
に
わ
た
っ
て
三
〇
名
弱
の

謁
見
が
行
わ
れ
た

(

ヵ)

。
自
由
党
の
指
導
的
政
治
家
の
多
く
（
ス
ラ
ー
ヴ
ィ
上
院
議
長
、
バ
ー
ン
フ
ィ
下
院
議
長
、
ペ
ル
ツ
ェ
ル
・
デ
ジ
ェ
ー
下
院

副
議
長
、
オ
ル
ツ
ィ
・
ベ
ー
ラ
元
内
大
臣
、
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
、
フ
ァ
ル
ク
・
ミ
ク
シ
ャ
㈯
ペ
ス
テ
ル
・
ロ
イ
ド
㈷
紙
編
集
長
、
ダ
ラ
ー
ニ
・

イ
グ
ナ
ー
ツ
）
は
党
合
同
に
反
対
し
、
逆
に
自
由
党
内
の
穏
健
派
（
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
家
か
ら
た
だ
一
人
参
加
し
た
、
ジ
ュ
ラ
の
兄
の
テ
ィ
ヴ
ァ
ダ

ル
下
院
副
議
長
、
セ
ー
ル
）
や
国
民
党
（
ホ
ラ
ー
ン
ス
キ
・
ナ
ー
ン
ド
ル
国
民
党
党
首
、
農
業
派
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
カ
ー
ロ
イ
・
シ
ャ
ー
ン
ド

ル
）、
サ
パ
ー
リ
派
（
サ
パ
ー
リ
）
は
党
合
同
に
賛
成
の
立
場
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ポ
ニ
が
共
通
軍
関
連
の
要
求
を
取
り
下
げ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
党
合
同
の
展
望
は
失
わ
れ
た

(

ヶ)

。
後
継
首
班
の
候
補
に
名
前
が
挙
が
っ
た
中
で
は
、
テ
ィ
サ
が
バ
ー
ン
フ
ィ
を
推
し
、
ア
ン

ド
ラ
ー
シ
・
テ
ィ
ヴ
ァ
ダ
ル
が
セ
ー
ル
を
推
し
、
サ
パ
ー
リ
が
ク
エ
ン
を
推
し
て
い
た
。
保
守
派
（
ヴ
ァ
サ
リ
首
座
大
司
教
、
ジ
チ
ィ
・

ナ
ー
ン
ド
ル
人
民
党

(

Α)

指
導
者
、
い
ず
れ
も
上
院
議
員
）
は
、
自
由
党
に
依
拠
し
な
い
議
会
外
内
閣
を
望
ん
で
い
た
（
首
班
候
補
に
挙
が
っ
た
の

は
カ
ー
ラ
イ
共
通
財
務
相
）。

　
正
月
を
挟
ん
で
再
び
ブ
ダ
を
訪
れ
た
国
王
は
一
八
九
五
年
一
月
六
日
に
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
が
首
相
候
補
に
挙
げ
て
い
た
ス
ラ
ー
ヴ
ィ
上

院
議
長
と
バ
ー
ン
フ
ィ
下
院
議
長
と
セ
ー
ル
、
そ
し
て
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
の
四
人
と
順
に
謁
見
し
、
前
三
者
に
対
し
て
ク

エ
ン
を
自
由
党
の
首
相
候
補
と
し
て
受
け
入
れ
る
よ
う
に
説
得
し
た

(

ォ)

。
国
王
は
、
翌
七
日
に
は
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
、
サ
パ
ー
リ
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と
謁
見
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
テ
ィ
サ
の
説
得
に
は
困
難
が
予
想
さ
れ
、
国
王
自
身
が
ⅷ
未
だ
に
最
も
扱
い
に
く
い
ⅸ
と
述
べ
て

い
た

(

ッ)

。
そ
れ
で
も
、
国
王
の
努
力
が
実
を
結
び
、
一
月
八
日
に
は
、
王
宮
に
近
い
ブ
ダ
の
首
相
公
邸
（
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
宮
）
に
お
い
て
、

ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
と
自
由
党
の
指
導
的
政
治
家
と
の
間
で
の
会
合
が
実
現
し
た

(

ャ)

。
ク
エ
ン
は
、
国
民
党
と
異
論
派
と
の
党

合
同
交
渉
に
際
し
て
、
自
身
に
自
由
裁
量
を
与
え
る
こ
と
を
党
と
し
て
決
定
す
る
よ
う
要
求
し

(

ュ)

、
こ
れ
が
拒
否
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
理

由
に
翌
九
日
の
謁
見
で
国
王
の
組
閣
委
任
を
断
っ
た
。
国
王
が
推
察
し
た
よ
う
に
、
ク
エ
ン
は
（
党
合
同
交
渉
に
展
望
が
開
け
な
い
こ
と

か
ら
）
断
る
口
実
を
探
し
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
国
王
は
再
度
セ
ー
ル
を
呼
ん
で
組
閣
を
打
診
す
る
が
、
セ
ー
ル
も
長
期
政
権
に
必
要

な
安
定
し
た
多
数
派
を
築
く
希
望
が
持
て
な
い
こ
と
を
理
由
に
断
っ
た

(

ョ)

。
国
王
自
身
の
言
葉
で
は
、ⅷ
党
の
支
持
も
得
て
い
る
バ
ー
ン

フ
ィ
以
外
、
残
念
な
が
ら
誰
も
…
…
残
ら
な
か
っ
た
ⅸ
の
で
あ
る

(

ヮ)

。

　
２
　
一
八
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
野
党
の
議
事
妨
害

　
一
八
九
四
年
の
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
の
二
度
の
内
閣
危
機
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
九
〇
年
代
中
葉
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て

の
時
期
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
政
権
選
択
肢
が
存
在
し
て
い
た
。
一
つ
は
、
自
由
党
の
多
数
派
の
支
持
を
得
て
い
た
テ
ィ
サ
派
の
強
硬

派
自
由
主
義
者
が
主
張
し
て
い
た
自
由
党
の
単
独
政
権
で
あ
り
、
そ
の
首
相
候
補
は
バ
ー
ン
フ
ィ
・
デ
ジ
ェ
ー
、
フ
ェ
イ
エ
ー
ル
ヴ
ァ

ー
リ
・
ゲ
ー
ザ
、
テ
ィ
サ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
ら
だ
っ
た
。
も
う
一
つ
の
政
権
選
択
肢
は
、
自
由
党
内
の
穏
健
派
自
由
主
義
者
（
シ

ラ
ー
ジ
・
デ
ジ
ェ
ー
、
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
・
ジ
ュ
ラ)

・
保
守
派
と
国
民
党
な
ど
か
ら
な
る
、
い
わ
ゆ
る
六
七
年
派
の
合
同
に
基
づ
く
拡
大
与

党
政
権
で
あ
り
、
そ
の
首
相
候
補
に
挙
が
っ
て
い
た
の
が
、
カ
ー
ラ
イ
共
通
財
務
相
と
国
王
と
が
推
し
て
い
た
ク
ロ
ア
チ
ア
太
守
（
総

督
）
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
・
カ
ー
ロ
イ
と
、
自
由
党
内
の
穏
健
派
が
推
し
て
い
た
セ
ー
ル
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
と
で
あ
っ
た
。

一
五
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教
会
政
策
の
面
で
は
、
前
者
が
自
由
主
義
の
立
場
を
明
瞭
に
支
持
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
保
守
主
義
的
な
性
格
が
強
く
な

り
、
経
済
政
策
面
で
は
、
前
者
が
従
来
の
工
業
化
推
進
政
策
を
継
承
す
る
ⅷ
重
商
派
ⅸ
の
立
場
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
大
不
況

期
の
農
業
保
護
要
求
を
背
景
に
し
て
一
八
九
〇
年
代
半
ば
に
政
治
舞
台
に
登
場
し
、
経
済
政
策
の
転
換
を
求
め
て
い
た
ⅷ
農
業
派

(

ヵ)

ⅸ

（
独
自
の
政
党
は
構
成
し
な
か
っ
た
が
、
国
民
党
内
に
有
力
な
議
員
が
い
た
）
の
影
響
力
が
大
き
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

　
他
方
で
、
一
八
九
〇
年
代
末
以
降
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
議
会
は
（
二
重
君
主
国
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
の
帝
国
議
会
を
麻
痺
さ
せ
た
の
と
同
じ
よ
う

に
）
少
数
派
野
党
の
議
事
妨
害
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
機
能
を
麻
痺
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
少
数
派
の
議
事
妨
害
に
対
す
る
対

応
に
よ
っ
て
、
自
由
党
は
議
会
多
数
派
の
意
志
貫
徹
を
優
先
し
よ
う
と
す
る
強
硬
派
（
テ
ィ
サ
派
）
と
、
立
憲
制
を
擁
護
す
る
こ
と
か

ら
妥
協
を
探
ろ
う
と
す
る
穏
健
派
（
シ
ラ
ー
ジ
、
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
）
と
に
分
裂
す
る
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
る
。

⑴
　
バ
ー
ン
フ
ィ
・
デ
ジ
ェ
ー
内
閣
と
野
党
の
議
事
妨
害

　
一
八
九
五
年
一
月
一
一
日
の
謁
見
の
場
で
、
国
王
は
バ
ー
ン
フ
ィ
に
組
閣
を
委
任
す
る
と
共
に
、
政
府
綱
領
の
主
要
部
分
を
指
示
し

た
。
そ
の
中
に
は
、ⅷ
一
八
六
七
年
の
妥
協
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
国
制
上
の
基
盤
の
、
断
固
と
し
て
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
堅
持
ⅸ、ⅷ
と

り
わ
け
、
皇
帝
と
国
王
のk.u.k.

軍
〔
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
の
表
現
で
は
共
通
軍
⒡
⒢
引
用
者
注
〕
に
、
そ
の
共
通
性
・
制
度
・
言
語
な
ど
に
、

関
連
す
る
全
て
の
問
題
に
お
い
て
ⅸ
の
国
制
上
の
基
盤
の
堅
持
、ⅷ
既
に
裁
可
さ
れ
た
教
会
政
策
法
の
施
行
は
、
各
宗
派
の
利
益
や
感

情
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
で
き
る
限
り
避
け
る
よ
う
に
、
穏
健
な
方
法
で
行
う
こ
と
。
残
る
二
つ
の
宗
教
法
の
審
議
は
、
可
能
な
ら
ば
妥

協
に
よ
る
よ
う
に
努
め
る
。ⅸⅷ
最
左
派
（
独
立
党
な
ど
〔
⒡
⒢
原
典
注
〕）
の
、
国
家
に
と
っ
て
危
険
な
傾
向
に
対
す
る
精
力
的
な
闘
争
。

同
派
と
与
党
の
間
の
議
会
に
お
け
る
あ
る
種
の
結
び
つ
き
の
放
棄
と
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
コ
シ
ュ
ー
ト
崇
拝
に
対
す
る
、
可
能
な
ら

ば
そ
の
最
終
的
根
絶
を
達
成
す
る
た
め
の
、
精
力
的
な
行
動
ⅸ
な
ど
が
並
ん
だ
。
最
後
の
点
は
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
が
国
王
の
信
任
を
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失
う
原
因
に
な
っ
た
事
柄
に
外
な
ら
な
い
。

　
バ
ー
ン
フ
ィ
内
閣

(

ヶ)

に
は
、
前
内
閣
か
ら
フ
ェ
イ
エ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
リ
国
防
相
、
フ
ェ
シ
ュ
テ
テ
ィ
チ
農
務
相
、
ヨ
シ
ポ
ヴ
ィ
チ
無
任
所

相
が
残
留
し
た
が
、
内
相
に
は
ペ
ル
ツ
ェ
ル
・
デ
ジ
ェ
ー
、
蔵
相
に
は
大
蔵
次
官
出
身
の
ル
カ
ー
チ
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
、
法
相
に
エ
ル
デ

ー
イ
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
、
文
相
に
ヴ
ラ
ッ
シ
チ
・
ジ
ュ
ラ
、
商
務
相
に
ダ
ー
ニ
エ
ル
・
エ
ル
ネ
ー
、
内
大
臣
に
ヨ
ー
シ
カ
・
シ
ャ
ム
が

新
任
で
就
い
た
。
バ
ー
ン
フ
ィ
内
閣
は
、
党
の
有
力
者
を
含
ま
な
い
暫
定
内
閣
と
し
て
発
足
し
た
が
、
四
年
間
続
く
比
較
的
長
期
に
わ

た
る
政
権
を
実
現
し
た
。
新
人
閣
僚
の
多
い
閣
内
で
バ
ー
ン
フ
ィ
が
権
威
を
維
持
で
き
た
こ
と
と

(

㍉)

、
議
会
内
で
最
大
の
論
敵
と
な
る
可

能
性
の
あ
っ
た
シ
ラ
ー
ジ
を
バ
ー
ン
フ
ィ
の
後
任
の
議
長
職
に
据
え
て
中
立
化
し
た
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　
教
会
政
策
法
の
残
り
二
つ
の
法
案
に
関
し
て
は
、
上
院
が
幾
つ
か
の
条
項
を
受
け
入
れ
ず
（
無
宗
派
を
許
容
す
る
条
項
や
、
ユ
ダ
ヤ
教
へ

の
改
宗
を
可
能
と
す
る
条
項
に
強
く
抵
抗
し
た
）、
否
決
し
た
り
、
一
部
の
条
項
を
削
除
し
て
可
決
し
た
り
す
る
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
た

（
可
決
す
る
場
合
で
も
、
可
否
同
数
で
、
議
長
の
票
で
辛
う
じ
て
可
決
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
）。
最
終
的
に
は
、
バ
ー
ン
フ
ィ
が
国
王

に
世
襲
議
員
の
増
員
を
申
し
出
て
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
に
は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
六
名
の
世
襲
議
員
の
増
員P

airschub

に
よ
っ
て
上
院
を

通
過
し
た

(

㌔)

。

　
一
八
九
六
年
は
、
建
国
千
年
祭
の
開
催
年
に
当
た
っ
て
お
り
、
前
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
国
民
党
の
ア
ポ
ニ
が
ⅷ
神
の
平
和T

reuga

D
ei

ⅸ
を
提
唱
し
て
、
議
会
で
の
与
野
党
間
の
対
決
は
回
避
さ
れ
た
。
ア
ポ
ニ
を
は
じ
め
と
す
る
野
党
側
は
、
政
府
攻
撃
を
控
え
る
交

換
条
件
と
し
て
、
選
挙
不
正
の
廃
絶
（
と
、
利
益
相
反
に
基
づ
く
議
員
兼
職
禁
止
法
の
厳
格
化
）
を
要
求
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
選
挙

不
正
に
基
づ
く
議
員
資
格
剥
奪
の
権
限
を
、
議
会
か
ら
最
高
裁
に
移
管
す
る
こ
と
（
七
四
年
選
挙
法
で
原
則
と
し
て
は
掲
げ
ら
れ
た
が
、
施

行
法
の
欠
如
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
措
置
）
を
要
求
し
て
い
た
。
バ
ー
ン
フ
ィ
は
法
案
を
議
会
に
上
呈
し
た
が
、
法
案
が
可
決

一
七
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さ
れ
る
前
に
議
会
を
解
散
し
て
、
九
六
年
秋
に
前
倒
し
総
選
挙
を
実
施
し
た

(

㌢)

。
二
重
君
主
国
期
で
行
政
機
構
に
よ
る
選
挙
介
入
が
最
も

激
し
か
っ
た
選
挙
と
し
て
知
ら
れ
る
バ
ー
ン
フ
ィ
の
九
六
年
選
挙
に
よ
っ
て
、
自
由
党
は
四
一
三
議
席
中
の
二
九
〇
議
席
（
議
席
占
有

率
七
〇
％
）
を
獲
得
し
て
大
勝
利
を
収
め
た
が
、
惨
敗
を
喫
し
た
野
党
は
腐
敗
選
挙
に
よ
っ
て
多
数
派
を
獲
得
し
た
政
権
の
正
統
性
を

認
め
ず
、
こ
れ
以
降
、
バ
ー
ン
フ
ィ
内
閣
の
倒
閣
運
動
を
起
こ
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
る
よ
う
に
な
っ
た

(

㍍)

。

　
一
八
九
七
年
に
刑
事
訴
訟
法
施
行
法
案
に
お
い
て
バ
ー
ン
フ
ィ
内
閣
が
、
報
道
に
お
け
る
名
誉
毀
損
・
侮
辱
罪
に
関
す
る
裁
判
を
陪

審
裁
判
の
対
象
か
ら
外
そ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
、
野
党
が
議
事
妨
害
に
訴
え
た
こ
と
が
前
哨
戦
と
な
っ
た
。
こ
の
時
は
、
シ
ラ
ー
ジ
議

長
と
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
の
仲
介
で
、
公
務
員
な
ど
に
対
す
る
報
道
に
お
け
る
名
誉
毀
損
・
侮
辱
罪
に
関
す
る
裁
判
を
陪
審
裁
判
の
対
象
に

戻
す
こ
と
で
、
議
事
妨
害
は
終
結
し
た

(

㌘)

。
本
格
的
な
倒
閣
運
動
の
き
っ
か
け
を
提
供
し
た
の
は
、
九
八
年
に
改
訂
が
予
定
さ
れ
て
い
た

（
元
々
は
九
七
年
に
改
訂
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
新
し
い
経
済
妥
協
全
体
に
関
し
て
政
府
間
で
最
終
合
意
に
至
ら
な
い
ま
ま
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
の

帝
国
議
会
が
バ
デ
ー
ニ
言
語
令
を
め
ぐ
っ
て
機
能
不
全
に
陥
っ
た
後
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
が
一
方
的
に
一
年
延
長
し
て
い
た
）
経
済
妥
協
で
あ

っ
た

(

㌧)

。

　
バ
ー
ン
フ
ィ
内
閣
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
の
カ
ジ
ミ
ー
ル
〔
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
〕
＝
バ
デ
ー
ニ
内
閣
の
間
で
の
経
済
妥
協
に
関
す
る
交
渉

は
、
間
接
税
の
補
填
や

(

㌃)

、
中
央
銀
行
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
銀
行
の
総
理
事
会
の
実
質
的
な
パ
リ
テ
ィ
化
な
ど
、
テ
ィ

サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
内
閣
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
の
要
求
の
多
く
を
実
現
す
る
合
意
に
至
っ
て
い
た
の
だ
が
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
側
が
そ
の
対
価
と
し
て
要
求
し
て
い
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ク
ォ
ー
タ
（
共
通
予
算
へ
の
拠
出
金
の
負
担
割
合
）
の
大
幅
な
引
き
上
げ

に
関
し
て
合
意
が
成
立
し
な
か
っ
た
た
め
に

(

㌶)

、
頓
挫
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
バ
ー
ン
フ
ィ
内
閣
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
の
フ
ラ
ン
ツ
・

ト
ゥ
ン
＝
ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
内
閣
と
の
間
で
は
、（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
の
帝
国
議
会
の
機
能
不
全
が
続
い
て
い
た
た
め
）
暫
定
措
置
を
さ

ら
に
延
長
す
る
間
に
合
意
事
項
の
一
部
を
実
施
に
移
す
こ
と
が
交
渉
さ
れ
て
い
た

(
㍑)

。
こ
の
暫
定
措
置
（
関
税
・
通
商
同
盟
を
一
九
〇
三
年

一
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ま
で
延
長
す
る
も
の
）
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
か
ら
の
提
案
で
、ⅷ
一
九
〇
三
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
関
税
・
通
商
問
題
に
お
い
て
最
終

的
な
取
り
決
め
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
立
法
府
の
新
し
い
措
置
が
と
ら
れ
る
ま
で
ⅸ
暫
定
措
置
を
有
効
と
す
る
条
項
が
追
加
さ
れ
た

(

㍗)

。

　
こ
の
条
項
が
法
制
化
さ
れ
れ
ば
、
両
国
間
の
経
済
同
盟
は
、
立
法
府
、
つ
ま
り
そ
の
多
数
派
が
立
法
措
置
を
と
ら
な
い
限
り
延
々
と

維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
の
一
八
八
九
年
の
防
衛
力
法
案
第
一
四
条
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な

(

㌍)

、
国
家

の
独
立
性
の
法
的
保
証
の
放
棄
を
野
党
は
そ
こ
に
看
取
し
、
議
事
妨
害
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
九
八
年
秋
の
会
期
か
ら
、
独
立
党
の

始
め
た
議
事
妨
害
に
、
つ
い
に
は
国
民
党
も
、
更
に
は
人
民
党
ま
で
が
加
わ
り
、
経
済
妥
協
関
連
法
案
も
、
予
算
も
、
暫
定
予
算
も
可

決
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
技
術
的
議
事
妨
害
と
呼
ば
れ
る
、
鷹
揚
な
議
院
規
則
を
悪
用
し
た
議
事
妨
害
が
一
般

化
し
た
。
前
日
の
議
事
録
の
確
認
に
修
正
を
四
つ
か
五
つ
願
い
出
て
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
全
て
に
点
呼
投
票
を
要
求
す
る
と
、
一
度
の

点
呼
投
票
に
は
約
一
時
間
か
か
る
か
ら
、
一
日
四
時
間
と
定
め
ら
れ
た
本
会
議
は
終
了
し
て
し
ま
う
。
点
呼
投
票
の
要
求
に
は
二
〇
名

の
議
員
の
署
名
で
十
分
だ
っ
た
か
ら
、
野
党
議
員
二
〇
名
で
議
事
を
何
日
で
も
中
断
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る

(

㌦)

。
与
党
内

か
ら
は
シ
ラ
ー
ジ
議
長
の
議
事
進
行
に
不
満
が
出
て
、
シ
ラ
ー
ジ
と
、
彼
に
連
帯
し
た
副
議
長
た
ち
が
辞
任
す
る
と
、
野
党
は
後
任
の

議
長
の
選
出
も
妨
害
し
、
議
長
は
最
年
長
の
独
立
党
の
（
か
つ
て
は
革
命
派
に
属
し
た
古
参
の
）
マ
ダ
ラ
ー
ス
・
ヨ
ー
ジ
ェ
フ
が
務
め
た

か
ら
、
議
事
妨
害
に
制
約
を
課
す
こ
と
は
一
切
不
可
能
と
な
っ
た

(

㌣)

。
野
党
の
目
的
は
、
政
府
を
予
算
未
成
立
の
違
法
状
態
（ex

lex

）

に
置
い
て
、
バ
ー
ン
フ
ィ
を
辞
任
に
追
い
込
む
こ
と
だ
っ
た
。

　
自
由
党
内
で
は
、
バ
ー
ン
フ
ィ
と
テ
ィ
サ
親
子
の
率
い
る
テ
ィ
サ
派
と
が
、
少
数
派
の
議
事
妨
害
に
対
し
て
議
会
多
数
派
の
意
志
の

貫
徹
を
優
先
さ
せ
る
路
線
を
支
持
し
て
い
た
。
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
は
一
八
九
八
年
一
二
月
六
日
に
、
暫
定
予
算
の
執
行
と
経
済

妥
協
の
暫
定
措
置
に
よ
る
延
長
と
を
政
府
に
授
権
す
る
ⅷ
テ
ィ
サ
法L

ex
T
isza

ⅸ
に
自
由
党
内
で
署
名
を
集
め
、
議
会
多
数
派
の
政

府
支
持
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
よ
う
と
し
た
。
議
会
の
多
数
派
に
足
る
数
の
自
由
党
議
員
が
署
名
し
た
が
（
二
三
四
名
）、
こ
れ

一
九
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に
対
し
て
、
テ
ィ
サ
派
の
強
硬
路
線
を
支
持
し
な
い
、
議
会
外
で
の
立
法
を
容
認
す
る
よ
う
な
行
為
を
立
憲
制
の
侵
害
と
捉
え
る
議
員

た
ち
は
、
署
名
を
拒
否
し
て
、
三
二
名
の
議
員
が
離
党
し
た

(

㌫)

。
後
者
の
、
い
わ
ゆ
る
異
論
派
議
員disszidensek

の
中
に
は
、
前
内

閣
で
の
自
由
主
義
改
革
の
主
導
者
で
あ
っ
た
シ
ラ
ー
ジ
と
チ
ャ
ー
キ
、
そ
し
て
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
と
現
閣
僚
の
ヨ
シ
ポ
ヴ
ィ
チ
も
い
た

(

㍊)

。

　
バ
ー
ン
フ
ィ
は
、
予
算
な
し
で
の
徴
税
・
徴
兵
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
自
治
体
へ
の
自
治
権
の
停
止
と
吏
員
の
停
職
、
政
府
代
理
の
派

遣
な
ど
の
超
法
規
的
措
置
に
、
一
二
月
一
一
日
の
謁
見
で
国
王
の
同
意
を
取
り
つ
け

(

㌻)

、
将
来
的
に
は
議
院
規
則
の
改
正
で
議
事
妨
害
を

不
可
能
に
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た

(

〝)

。
一
二
月
二
一
日
の
閣
議
で
は
、
解
散
・
総
選
挙
の
上
で
、
議
会
な
し
で
の
統
治
の
覚
悟
さ
え

口
に
し
て
い
た
バ
ー
ン
フ
ィ
が

(

〞)

、
そ
の
後
、
野
党
と
の
交
渉
に
同
意
し
た
の
は
、
最
も
支
持
を
当
て
に
し
て
い
た
テ
ィ
サ
・
イ
シ
ュ
ト

ヴ
ァ
ー
ン
が
、
議
院
規
則
の
改
正
と
議
事
妨
害
の
粉
砕
に
は
賛
成
し
た
が
、
憲
法
の
停
止
に
は
賛
成
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て

い
る

(

ゔ)

。
年
が
明
け
て
二
重
君
主
国
期
で
最
初
のex

lex

に
入
っ
た
後
、
一
八
九
九
年
一
月
六
〜
七
日
の
ウ
ィ
ー
ン
で
の
謁
見
で
、
バ

ー
ン
フ
ィ
と
閣
僚
た
ち
（
首
相
以
外
で
謁
見
に
同
席
し
た
の
は
、
ル
カ
ー
チ
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
蔵
相
、
フ
ェ
イ
エ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
リ
国
防
相
、
セ
ー
チ
ェ

ー
ニ
・
マ
ノ
ー
内
大
臣
）
が
交
渉
へ
の
国
王
の
同
意
を
取
り
つ
け
、
シ
ラ
ー
ジ
、
チ
ャ
ー
キ
、
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
が
野
党
と
政
府
の
仲
介
を

務
め
る
形
で
、
議
事
妨
害
の
終
了
の
た
め
の
野
党
と
の
交
渉
が
始
め
ら
れ
た
（
野
党
が
現
政
権
と
の
直
接
交
渉
を
拒
否
し
た
こ
と
か
ら
、
仲

介
者
と
政
府
、
野
党
が
交
互
に
交
渉
を
行
っ
た

(

ゕ)

）。
自
由
党
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
穏
健
派
の
中
で
は
セ
ー
ル
が
野
党
と
の
交
渉
に
乗
り
気

だ
っ
た

(

ゖ)

。
一
五
〜
一
六
日
の
謁
見
で
、
国
王
は
仲
介
役
を
自
由
党
か
ら
の
離
党
者
に
委
ね
る
こ
と
に
反
対
し
、
バ
ー
ン
フ
ィ
と
閣
僚

（
参
加
し
た
閣
僚
は
前
回
と
同
じ
）
の
推
薦
で
、
セ
ー
ル
に
交
渉
役
を
委
ね
る
こ
と
に
し
た
。
一
月
二
二
日
に
謁
見
に
呼
ば
れ
た
セ
ー
ル
は

自
ら
の
構
想
を
披
瀝
し
、
国
王
は
そ
の
後
に
、
カ
ー
ラ
イ
共
通
財
務
相
、
ア
ゲ
ノ
ル
・
ゴ
ウ
ホ
フ
ス
キ
共
通
外
相
、
セ
ー
チ
ェ
ー
ニ
内

大
臣
を
呼
び
、
彼
ら
の
説
得
も
あ
っ
て
、
セ
ー
ル
に
国
王
代
理hom

o
regius

と
し
て
野
党
と
交
渉
す
る
こ
と
を
委
ね
た

(

￤)

。
セ
ー
ル

は
こ
の
後
、
野
党
と
の
交
渉
を
成
功
裡
に
進
め
、
バ
ー
ン
フ
ィ
は
二
月
一
八
日
の
閣
議
で
総
辞
職
を
決
定
し
た

(

＇)

。
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R
M
O
U
R
,

A
pple

of

D
iscord

:
`̀T

h
e

H
u

n
garian

F
actor˝

in
A

u
strian

-S
erbian

R
elation

s,
1867-1881,

W
est
L
afayette,

Ind.:
P
urdue

U
niversity

P
ress,

2014.

（
３)

H
A
L
лASZ

Im
re,

E
gy

let
㊖㊖u
n

t
n

em
zed
㊖ek:

E
m

l ㊖ekez
㊖esek

a
m

agyar
㊖allam

kialaku
l ㊖as
㊖an

ak
u

jabb
korszak

㊖ab
㊖ol,
B
u-

dapest:
N
yugat,

1911,
465

㉕503.old.

（
４)

サ
パ
ー
リ
内
閣
に
つ
い
て
は
、L

A
K
O
S
J
㊖anos,

れB
evezet ㊖㊖otanulm

㊖any─,
in

A
S

zap
㊖ary-

㊖es
W

ekerle-korm
㊖an

y
m

in
isz-

tertan
㊖acsi

jegyz
㊖㊖ok
ψon

yvei
1890.

m
㊖arciu

s
16.

㉔1895.
jan

u
㊖ar

13

●

,
1.k
ψot

●

,
ψossze

㊖all ㊖ıtotta
㊖es
a
bevezet ㊖㊖otanulm

㊖anyt
㊖ır-

ta
L
A
K
O
S
J
㊖anos,

B
udapest:

M
agyar

O
rsz
㊖agos

L
ev
㊖elt ㊖ar,

1999.17

㉕174.old

●

,
l ㊖asd

17

㉕110.old.

（
５)

サ
パ
ー
リ
を
テ
ィ
サ
が
後
任
に
推
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、L

A
K
O
S,
れB
evezet ㊖㊖o

tanulm
㊖any─,

22.old.;
B
лUSB
A
C
H
P
㊖e-

ter,
A

z
u

tols
㊖o
ψot
㊖ev
(T

isza-S
zap
㊖ary-W

ekerle):
P

arlam
en

ti
visszaem

l ㊖ekez
㊖esek,

B
udapest:

O
rsz
㊖aggy

㊖㊖ul ㊖esi
лErtes ㊖ıt ㊖㊖o

K
㊖㊖o

㉕㊖es
K
ψonyvnyom

d
㊖aja,

1895,
8.old.

テ
ィ
サ
は
第
一
次
内
閣
の
一
八
七
七
年
の
辞
任
に
際
し
て
も
、
保
守
派
の
シ
ェ
ン
ニ
ェ
イ

を
後
任
に
推
薦
し
て
お
り
、
党
内
基
盤
の
脆
弱
な
保
守
派
を
後
継
首
班
に
推
す
こ
と
に
は
、
本
人
が
後
に
返
り
咲
く
こ
と
を
見
越
し
た
計

略
の
側
面
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
６)

ベ
ト
レ
ン
・
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
ュ
は
、
テ
ィ
サ
の
も
と
で
長
年
に
わ
た
っ
て
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
ブ
ラ
ッ
シ
ョ
ー
県
知
事
を
務

め
、
ま
た
後
に
は
セ
ベ
ン
県
知
事
、
同
県
知
事
職
に
伴
っ
て
ザ
ク
セ
ン
人
の
コ
メ
ス
（
伯
）C

om
es

（
一
八
七
六
年
に
解
散
さ
れ
た
ザ
ク

セ
ン
人
の
自
治
機
構U

niversitas
Saxonum

T
ranssylvaniae

の
財
産
と
名
称
を
継
承
し
た
文
化
基
金
管
理
組
織
の
長
）
も
務
め
る

な
ど
、
ザ
ク
セ
ン
人
と
良
好
な
関
係
を
築
い
て
き
た
人
物
で
あ
り
、
ザ
ク
セ
ン
人
議
員
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
議
会
下
院
に
は
、
選
挙
区
割
り
と

の
関
連
で
、
約
一
五
名
の
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
・
ザ
ク
セ
ン
人
議
員
が
常
時
存
在
し
た
）
の
自
由
党
参
加
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
で
、
テ
ィ
サ
が
重
用
し
た
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
（
ソ
ル
ノ
ク
＝
ド
ボ
カ
県
、
ベ
ス
テ
ル
ツ
ェ
＝
ナ
ソ
ー
ド
県
）
の
県
知
事
で
、

二
一

(278)
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少
数
民
族
抑
圧
政
策
で
知
ら
れ
た
バ
ー
ン
フ
ィ
・
デ
ジ
ェ
ー
と
対
照
を
な
し
、
バ
ー
ン
フ
ィ
は
ベ
ト
レ
ン
の
入
閣
を
知
る
と
、
県
知
事
職

を
辞
任
し
た
。
バ
ー
ン
フ
ィ
は
一
八
九
二
年
選
挙
で
議
員
に
当
選
し
、
新
人
議
員
で
あ
り
な
が
ら
、
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
の
推
薦

で
、
下
院
議
長
に
就
任
し
た
。Ifj.

B
E
R
T
лEN
Y
I
Iv
㊖an,
れB
㊖anffy

D
ezs
㊖㊖o
㊖es
a
nem
zetis

㊖egi
k
㊖erd
㊖es─,

P
hD

㉕disszert ㊖aci ㊖o,
B
u-

dapest:
E
L
T
E
B
T
K
,
2005,

43

㉕47

●

,
60

㉕65.old.

ザ
ク
セ
ン
人
議
員
と
自
由
党
の
関
係
に
つ
い
て
は
、SZ

лEK
E
L
Y
T
am
㊖as,

れ
»A
d
retinendam

coronam
«:
A
z
erd
㊖elyi
sz
㊖aszok

㊖es
a
H
absburg

㉕dinasztia
kapcsolata

a
dualizm

us
kor
㊖aban

(1867

㉕

1918)─,
L

ev
㊖elt ㊖ari

K
ψozlem

㊖en
yek,

87.
㊖evf.2016.39

㉕59.old.;
E
G
R
Y
G
㊖abor,

れE
gys
㊖eg
㊖es
v
㊖als
㊖ag:
A
z
erd
㊖elyi
sz
㊖asz

nem
zeti

m
ozgalom

egy
㊖evtizede

1890

㉕1900─,
P

ro
M

in
oritate,

2003.4.sz.22

㉕34.old.

ま
た
、
ザ
ク
セ
ン
人
議
員
の
多
数

派
が
所
属
し
て
い
た
ザ
ク
セ
ン
人
民
党
に
つ
い
て
は
、idem

,
れT
rad
㊖ıci ㊖o
㊖es
alkalm

azkod
㊖as:
A
z
erd
㊖elyi
sz
㊖aszok

politikai
kul-

t
㊖ur
㊖aja
a
dualizm

us
idej ㊖en─,

M
㊖u
ltu

n
k,
48.
㊖evf.2003.2.sz.112

㉕158.old.

（
７)

L
A
K
O
S,
れB
evezet ㊖㊖otanulm

㊖any─,
31

㉕36.old.

（
８)

M
лER
E
I
G
yula,

M
agyar

politikai
p
㊖artprogram

m
ok
(1867-1914),

B
udapest:

R
anschburg

G
uszt ㊖av

K
ψonyv-

keresked
㊖ese,

1934,
55

●

,
57

㉕59.old.

（
９)

教
会
政
策
を
め
ぐ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
政
府
の
対
立
、
一
八
九
四
〜
九
五
年
の
一
連
の
教
会
政
策
法
の
成
立
に
至
る
ま
で
の
経
緯

に
つ
い
て
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
立
場
か
ら
書
か
れ
たSA

L
A
C
Z
G
㊖abor,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete
1890-1895,

B
㊖ecs

[P
㊖ecs],

D
un
㊖ant
㊖ul
P
㊖ecsi

E
gyetem

i
K
ψonyvkiad

㊖o
㊖es
N
yom
da,

1938

と
、
チ
ャ
ー
キ
文
相
の
立
場
か
ら
書
か
れ
たM

oritz

C
S
лAK
Y
,

D
er

K
u

ltu
rkam

pf
in

U
n

garn
:

D
ie

kirch
en

politisch
e

G
esetzgebu

n
g

d
er

J
ah

re
1894/95,

G
raz

㉕W
ien

㉕

K
ψoln:

H
erm
ann
B
ψohlaus

N
achf

●

,
1967

と
を
参
照
。

（
ヮ)

C
S
лAK
Y
,

op.
cit.,

S.42

㉕48;
SA
L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,
43

㉕48.old.

（
ワ)

Ibid

●

,
58

㉕67

●

,
79

㉕85

●

,
134

㉕140.old.;
C
S
лAK
Y
,

op.
cit.,

S.53

㉕57,
77.

ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
対
応
は
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
で
は

立
憲
制
や
立
憲
政
府
が
ま
だ
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
君
主
の
命
令
で
法
の
廃
止
や
新
法
の
制
定
が
可
能
だ
と
思
っ
て
い
る
、
と
い
う
ル
イ

ー
ジ
・
ガ
リ
ム
ベ
ル
テ
ィ
駐
ウ
ィ
ー
ン
教
皇
大
使
の
描
写
が
、
お
そ
ら
く
正
鵠
を
射
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
（
首
座

大
司
教
、
司
教
会
議
）
も
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
も
（
政
府
は
共
通
外
務
省
を
通
し
て
）、
教
皇
庁
と
妥
協
点
を
探
る
交
渉
を
行
っ
た
が
、

m
odus

vivendi

を
見
出
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。SA

L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,
67

●

,
268

●

,
330

㉕331.old. 二
二

二重君主国期ハンガリーにおける責任内閣制の運用（二)

(277)
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（
Ρ)

Ibid

●

,
146

㉕153.old.
（
ヰ)

C
S
лAK
Y
,

op.
cit.,

S.80

㉕91;
SA
L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,
163

㉕201.old.

一
八
九
二
年
一
〇
月
一
七
日
の

閣
議
録
は
、A

S
zap
㊖ary-

㊖es
W

ekerle-korm
㊖an

y
m

in
isztertan

㊖acsi
jegyz

㊖㊖ok
ψon

yvei,
1.k
ψot

●

,
764

㉕776.old.

（
‾)

L
A
K
O
S,
れB
evezet ㊖㊖otanulm

㊖any─,
107

㉕108.old.;
B
лUSB
A
C
H
,

op.
cit

●

,
21

㉕25.old.

ブ
ー
シ
ュ
バ
ッ
ハ
は
テ
ィ
サ
派
の

マ
ム
ル
ー
ク
議
員
で
あ
り
、
こ
こ
で
倒
閣
運
動
を
働
き
か
け
た
の
は
テ
ィ
サ
派
と
見
ら
れ
る
。C

f.SA
L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc

t ψort ㊖en
ete,

204
㉕205.old.

（
ヱ)

A
S

zap
㊖ary-

㊖es
W

ekerle-korm
㊖an

y
m

in
isztertan

㊖acsi
jegyz

㊖㊖ok
ψon

yvei,
1.k
ψot

●

,
783.old.;

SA
L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
l-

t
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,
203

㉕204.old.

（
＿)

こ
の
選
択
肢
は
、
一
八
九
〇
年
代
中
葉
の
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
か
ら
世
紀
転
換
期
の
セ
ー
ル
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
内
閣
の
時
期
ま
で
存
在

し
て
い
た
。
第
一
次
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
の
組
閣
の
時
点
で
も
、
す
で
に
こ
の
選
択
肢
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
は
、
ア
ポ
ニ
の
回
想

録
に
由
来
す
る
。A

P
P
O
N
Y
I
A
lbert,

E
m

l ㊖ekirataim
:
ψO
tven

㊖ev,
[I.k

ψot

●

,]
Ifju

korom

㉔h
u

szon
ψot
㊖ev

az
ellen

z
㊖eken
,

B
udapest:

P
antheon

Irodalm
i
Int ㊖ezet,

1922,
204.old.;

cf.SA
L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,
210.old.;

C
S
лAK
Y
,

op.
cit.,

S.92;
SC
H
W
A
R
C
Z
W
ψOL
D
E
R
лAd
㊖am
,
れM
agyarorsz

㊖ag
vez
㊖erigazgat ㊖oja:

Sz
㊖ell
K
㊖alm
㊖an
㊖utja
a
m
i-

nisztereln
ψokhez─,

P
hD
㊖ertekez

㊖es,
P
㊖ecs:

P
T
E
B
T
K

㉕TT
K
,
2021,

192

㉕193.old.

（
ー)

SA
L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,
208

㉕209.old.;
K
лAR
B
IN

лAkos,
W

ekerle
S
㊖an

d
or,

a
M

on
arch

ia

aran
yem

bere:
A

z
O

sztr
㊖ak-M

agyar
M

on
arch

ia
valu

tareform
j ㊖an

ak
kezd

eti
szakasza,

1889-1893,
B
udapest:

G
on-

dolat
K
iad
㊖o,
2021,

288

㉕289.old.

（
―)

SC
H
W
A
R
C
Z
W
ψOL
D
E
R
,
れM
agyarorsz

㊖ag
vez
㊖erigazgat ㊖oja─,

193

㉕194.old.

（
ヲ)
C
S
лAK
Y
,

op.
cit.,

S.93,
s.
A
nm
.
6;
B
лUSB
A
C
H
,

op.
cit

●

,
25

㉕26.old.

（
‐)
C
S
лAK
Y
,

op.
cit.,

S.93.

そ
の
傲
慢
な
性
格
か
ら
敵
を
作
る
こ
と
の
多
か
っ
た
シ
ラ
ー
ジ
の
留
任
は
閣
内
・
党
内
で
反
撥
を
生

み
、
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー
ン
が
、
閣
外
に
出
す
こ
と
の
方
を
危
険
と
し
て
説
得
に
当
た
っ
た
。B

лUSB
A
C
H
,

op.
cit

●

,
27

㉕29.

old.;
SA
L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,
211.old.;

L
A
K
O
S,
れB
evezet ㊖㊖otanulm

㊖any─,
113

㉕114.old.

（
〜)

ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
に
つ
い
て
は
、
教
会
政
策
に
関
す
る
文
献
の
他
に
、L

A
K
O
S,
れB
evezet ㊖㊖o

tanulm
㊖any─,

111

㉕174.old.;

二
三

(276)
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G
㊖eza
A
ndreas

von
G
E
Y
R
,

S
㊖an

d
or

W
ekerle

1848-1921:
D

er
politisch

e
B

iograph
ie

ein
es

u
n

garisch
en

S
taatsm

an
-

n
es

d
er

D
on

au
m

on
arch

ie,
M
ψunchen:

R
.
O
ldenbourg

V
erl

●

,
1993,

S.124

㉕182;
K
лAR
B
IN
,

W
ekerle

S
㊖an

d
or

...,
46

㉕

48

●

,
288

㉕306.old.
（
‖)

O
G

Y
K

H
n

apl ㊖oja,
1892

㉕96.V
I.k
ψot.
153

㉕156.old

●

,
l ㊖asd

155

㉕156.old.
(1892.

novem
ber
21

●

)

（
｜)

SA
L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,
269

㉕279

●

,
292.old.

（
…)

Ibid
●

,
255

㉕257

●

,
288

㉕289.old.;
SC
H
W
A
R
C
Z
W
ψOL
D
E
R
,
れM
agyarorsz

㊖ag
vez
㊖erigazgat ㊖oja─,

195

㉕197.old.

独
立

党
と
ユ
シ
ュ
ト
・
ジ
ュ
ラ
に
つ
い
て
は
、SZ

E
N
D
R
E
I
лAkos,

J
u

sth
G

yu
la

politikai
p
㊖aly
㊖aja:

A
f ψu

ggetlen
s
㊖egi

politiz
㊖al ㊖as

leh
et ㊖㊖os
㊖egei

a
19-20.

sz
㊖azad

ford
u

l ㊖oj ㊖an
,
D
ebrecen:

D
ebreceni

E
gyetem

T
ψort ㊖enelm

i
Int ㊖ezet,

2012.

（
‥)

SC
H
W
A
R
C
Z
W
ψOL
D
E
R
,
れM
agyarorsz

㊖ag
vez
㊖erigazgat ㊖oja─,

197.old.

（
（)

O
G

Y
K

H
n

apl ㊖oja,
1892

㉕96.X
V
II.k
ψot.
414.old.

(1894.
㊖aprilis

12

●

);
SA
L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,

298

㉕299.old.

（
ン)

O
G

Y
K

H
n

apl ㊖oja,
1892

㉕96.X
V
III.k

ψot.
88.old.

(1894.
㊖aprilis

18

●

)

（
ヴ)

A
z

1892.
㊖evi

febru
㊖ar

h
㊖o

18- ㊖ara
h

ird
etett

O
rsz
㊖aggy

㊖㊖u
l ㊖es

F
㊖㊖oren

d
ih
㊖az
㊖an

ak
n

apl ㊖oja,
III.k

ψot

●

,
[B
udapest]:

P
esti

K
ψonyvnyom

da,
1894,

234.old.
(1894.

m
㊖ajus
10

●

)

以
下
で
は
、
上
院
の
議
事
録
はO

G
Y

F
H

n
apl ㊖oja,

1892

㉕96.

巻
号
、
頁

数
（
日
付
）
な
ど
と
略
記
す
る
。SA

L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,
304

㉕306.old.

一
連
の
教
会
政
策
法
案
の
上
院
で

の
審
議
に
関
し
て
は
、G
E
R
G
E
L
Y
Jen
㊖㊖o,
れA
z
egyh

㊖azpolitikai
t ψorv

㊖enyek
a
f ㊖㊖orendih

㊖azban
(1894

㉕95)─,
P

rotest ㊖an
s

S
zem

le,
58.
(5.
㊖uj)
㊖evf.1996.1.sz.12

㉕29.old.

（
）)

O
G

Y
K

H
n

apl ㊖oja,
1892

㉕96.X
V
III.k

ψot.
453

㉕454.old.
(1894.

m
㊖ajus

21

●

)

否
決
票
に
数
え
間
違
い
が
あ
り
、
修
正
し

た
。C

f.SZ
A
T
M
лAR
I
M
㊖or,

H
㊖u
sz

eszten
d
㊖㊖o

parlam
en

ti
vih

arai,
[B
udapest]:

A
m
icus

K
iad
㊖as,
1928,

165.old.

（
〔)

コ
シ
ュ
ー
ト
・
ラ
ヨ
シ
ュ
は
、
こ
の
時
点
で
は
、
す
で
に
歴
史
上
の
偉
人
と
し
て
国
内
で
は
与
野
党
を
問
わ
ず
幅
広
い
崇
敬
を
集
め

て
お
り
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
が
首
都
葬
と
し
た
の
は
、
社
会
か
ら
の
寄
付
で
葬
儀
を
行
う
と
、
閣
僚
が
寄
付
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
た
め

で
あ
っ
た
。E

C
K
H
A
R
T
F
erenc,

れF
erenc

J
㊖ozsef

㊖es
a
K
ossuth

㉕kultusz─,
M

agyar
S

zem
le,
1.k
ψot.1927.12.sz.370

㉕

378.old.;
SC
H
W
A
R
C
Z
W
ψOL
D
E
R
,
れM
agyarorsz

㊖ag
vez
㊖erigazgat ㊖oja─,

198

㉕199.old.

バ
ー
ン
フ
ィ
下
院
議
長
は
、
口
実
を

二
四
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設
け
て
葬
儀
を
欠
席
し
た
。V

IK
лAR
B
㊖ela,

れA
Szabadelv

㊖㊖up
㊖art
t ψort ㊖enete─,

in
P

olitikai
M

agyarorsz
㊖ag,
IV
.k
ψot

●

,
B
u-

dapest:
A
nonym

us
T
ψort ㊖enelm

i
K
ψonyvkiad

㊖o
V
㊖allalat,

1914,
70.old.
（
〕)

SA
L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,
300

㉕301.old.

カ
ー
ラ
イ
共
通
財
務
相
の
部
下
で
、
皮
肉
屋
の
タ
ッ
ロ
ー
ツ

ィ
・
ラ
ヨ
シ
ュ
に
よ
る
と
、ⅷ
陛
下
は
、
実
際
に
自
ら
の
内
閣
を
好
ん
で
お
ら
ず
、
彼
ら
に
何
も
与
え
な
い
。
コ
シ
ュ
ー
ト
の
件
で
も
、

民
事
婚
で
も
、
不
満
で
あ
る
。
も
は
や
支
持
し
て
い
な
い
な
ら
、
な
ぜ
彼
ら
を
お
払
い
箱
に
し
な
い
の
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
は
率
直
な
、

包
み
隠
し
の
な
い
話
で
は
な
い
の
だ
。
つ
ま
り
、
中
途
半
端
な
措
置
は
、
臆
病
と
い
う
こ
と
だ
。ⅸN

㊖ehay
T
hall ㊖oczy

L
ajos

oszt ㊖aly-

f ㊖㊖on
ψok
h
㊖atrahagyott

iratai
stenografi ㊖aval

㊖ırt
r
㊖esz
㊖enek

㊖at ㊖ır
㊖asa.

N
o.2.

csom
㊖o.
1900.

X
.
1.

㉔1903.
X
.
12.
O
rsz
㊖agos

Sz
㊖ech
㊖enyi

K
ψonyvt ㊖ar

K
㊖eziratt ㊖ar

(O
SzK

K
t),
F
ol.H

ung.1677/1.
f.12.

N
o.12.

[1894.
㊖aprilis

30.];
cf.T

hall ㊖oczy

L
ajos

napl ㊖oja,
O
SzK

K
t,
Q
uart.H

ung.2459/1.
f.290.

(1894.
㊖aprilis

30

●

)
(

日
記
の
日
付
⒡
⒢
速
記
で
書
か
れ
た
部
分
を
書

き
起
こ
し
た
史
料
の
番
号
は
、
日
記
に
鉛
筆
で
書
き
込
ま
れ
た
番
号
と
対
応
す
る
⒡
⒢
と
、
史
料
の
表
題
ペ
ー
ジ
に
付
さ
れ
た
日
付
に
は

ズ
レ
が
あ
る
。）
タ
ッ
ロ
ー
ツ
ィ
に
つ
い
て
は
、R

E
SS,
れM
agyarok

a
k
ψoz
ψos
p
㊖enz
ψugym

iniszt ㊖erium
ban─,

240

㉕242.old.

（
﹇)

既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
九
二
年
一
〇
月
一
七
日
の
王
冠
会
議
で
、
国
王
は
上
院
の
世
襲
議
員
増
員
（
爵
位
貴
族
へ
の
叙
爵
、
外
来
語

混
じ
り
の
ド
イ
ツ
語
でP

airschub

と
呼
ば
れ
、
閣
議
録
で
も
こ
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）
を
拒
否
し
て
い
た
。A

S
zap
㊖ary-

㊖es

W
ekerle-korm

㊖an
y

m
in

isztertan
㊖acsi

jegyz
㊖㊖ok
ψon

yvei,
1.k
ψot

●

,
775.old.

（
﹈)

ヴ
ェ
ケ
ル
レ
は
、
五
月
二
六
日
の
謁
見
で
は
上
院
の
世
襲
議
員
増
員
を
拒
否
さ
れ
、
三
一
日
の
謁
見
で
は
将
来
の
世
襲
議
員
の
増
員

を
表
明
す
る
こ
と
で
上
院
を
脅
す
こ
と
へ
の
許
可
も
拒
否
さ
れ
、
辞
任
を
申
し
出
た
。SA

L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,

308

㉕311.old.

（
｛)

A
S

zap
㊖ary-

㊖es
W

ekerle-korm
㊖an

y
m

in
isztertan

㊖acsi
jegyz

㊖㊖ok
ψon

yvei
1890.

m
㊖arciu

s
16.

㉔1895.
jan

u
㊖ar

13

●

,
2.

k
ψot

●

,
ψossze

㊖all ㊖ıtotta
㊖es
a
bevezet ㊖㊖o

tanulm
㊖anyt

㊖ırta
L
A
K
O
S
J
㊖anos,

B
udapest:

M
agyar

O
rsz
㊖agos

L
ev
㊖elt ㊖ar,

1999,

1009

㉕1010.old.
2.
jegyz.;

B
E
R
T
лEN
Y
I,
れB
㊖anffy

D
ezs
㊖㊖o
㊖es
a
nem
zetis

㊖egi
k
㊖erd
㊖es─,

80.old.

（
｝)

ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
の
一
八
九
四
年
の
二
度
の
内
閣
危
機
に
つ
い
て
は
、L

A
K
O
S,
れB
evezet ㊖㊖o

tanulm
㊖any─,

157

㉕174.old.;

B
E
R
T
лEN
Y
I,
れB
㊖anffy

D
ezs
㊖㊖o
㊖es
a
nem
zetis

㊖egi
k
㊖erd
㊖es─,

79

㉕95.old.;
SC
H
W
A
R
C
Z
W
ψOL
D
E
R
,
れM
agyarorsz

㊖ag
ve-

z
㊖erigazgat ㊖oja─,

197

㉕209.old.;
idem

,
れSz
㊖ell
K
㊖alm
㊖an
a
dualizm

us
politikai

er
㊖㊖oter
㊖eben

(1878

㉕1899)─,
in

T
ψorv
㊖en

y,

二
五

(274)
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jog,
igazs

㊖ag:
S

z
㊖ell

K
㊖alm
㊖an
㊖eletm

㊖㊖u
ve,

szerkesztette
ifj.
B
E
R
T
лEN
Y
I
Iv
㊖an,
B
udapest:

M
athias

C
orvinus

C
ol-

legium

㉔T
ihanyi

A
lap
㊖ıtv
㊖any

㊖es
a
Sz
㊖ell
K
㊖alm
㊖an
A
lap
㊖ıtv
㊖any,

2015,
169

㉕200.old.

九
四
年
春
の
内
閣
危
機
と
自
由
党
内
の

動
き
に
つ
い
て
は
、
テ
ィ
サ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
手
記
が
詳
細
に
伝
え
る
。T

ISZ
A
Istv
㊖an,
れA
z
1894

m
㊖ajus

㉕j ㊖unius
havi

krizis
t ψort ㊖en

㊖et ㊖ehez─,
G

r
㊖of

T
isza

Istv
㊖an
ψosszes

m
u

n
k
㊖ai,
I.k
ψot

●

,
B
udapest:

F
ranklin

㉕T ㊖arsulat,
1923,

681

㉕696.old.
全
閣
僚
が
総
辞
職
の
文
書
に
署
名
し
た
の
は
六
月
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。A

S
zap
㊖ary-

㊖es
W

ekerle-korm
㊖an

y
m

in
isztertan

㊖acsi

jegyz
㊖㊖ok
ψon

yvei,
2.k
ψot

●

,
1010

㉕1011.old.

（
〈)

六
月
二
日
に
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
で
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
と
面
会
し
た
テ
ィ
サ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
、
前
日
に
ウ
ィ
ー
ン
で
ク
エ
ン
が
ヴ
ェ

ケ
ル
レ
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ク
エ
ン
は
国
王
か
ら
既
に
一
年
半
前
に
、ⅷ
時
期
が
来
た
ら
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
を
引
き
継
ぐ
心

の
用
意
を
し
て
お
く
よ
う
ⅸ
伝
え
ら
れ
て
い
た
、
と
手
記
に
書
き
留
め
て
い
る
。T

ISZ
A
,

op.
cit

●

,
684.old.;

B
E
R
T
лEN
Y
I,

れB
㊖anffy

D
ezs
㊖㊖o
㊖es
a
nem
zetis

㊖egi
k
㊖erd
㊖es─,

80

㉕81.old.

（
〉)

A
S

zap
㊖ary-

㊖es
W

ekerle-korm
㊖an

y
m

in
isztertan

㊖acsi
jegyz

㊖㊖ok
ψon

yvei,
2.k
ψot

●

,
1009.old.

2.
jegyz.;

SA
L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,
301

㉕303.old.

（
《)

上
院
で
の
か
な
り
の
差
を
つ
け
て
の
否
決
に
は
、
宮
廷
の
画
策
も
寄
与
し
て
い
た
。
ペ
シ
ュ
ト
の
（
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
通
り
⒡
⒢
今
日

の
ブ
ロ
ー
デ
ィ
・
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
通
り
⒡
⒢
に
あ
っ
た
下
院
の
近
く
に
位
置
す
る
、
国
民
博
物
館
で
開
催
さ
れ
る
）
上
院
で
の
審
議
な
ど

に
は
出
席
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
在
住
の
宮
廷
官
た
ち
が
出
席
し
た
こ
と
で
、
宮
廷
の
意
図
（
国
王
の
意
図
と
想
定
さ
れ
た
）

が
上
院
議
員
た
ち
に
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。B

E
R
T
лEN
Y
I,
れB
㊖anffy

D
ezs
㊖㊖o
㊖es
a
nem
zetis

㊖egi
k
㊖erd
㊖es─,

79

㉕

80.old.

国
王
は
中
立
の
立
場
を
維
持
し
た
が
、
宮
廷
官
た
ち
の
出
席
を
妨
げ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。SA

L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
l-

t
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,
303

㉕304.old.

（
》)

五
月
半
ば
に
は
、
カ
ー
ラ
イ
共
通
財
務
相
、
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
上
院
議
員
（
ク
ロ
ア
チ
ア
太
守
）、
カ
ー
ル
ノ
キ
共
通

外
相
は
、
ま
だ
上
院
で
の
再
投
票
に
際
し
て
の
可
決
に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ク
エ
ン
へ
の
組
閣
委
任
は
比
較
的
短
期
間

に
決
定
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。A

S
zap
㊖ary-

㊖es
W

ekerle-korm
㊖an

y
m

in
isztertan

㊖acsi
jegyz

㊖㊖ok
ψon

yvei,
2.k
ψot

●

,
1009.old.

2.
jegyz.

（
五
月
一
六
日
付
の
カ
ー
ラ
イ
の
ク
エ
ン
宛
て
書
簡);

A
D
R
I
лAN
Y
I
G
㊖abor,

れA
m
agyar

egyh
㊖azpolitikai

harc

(1890

㉕95)
a
n
㊖em
et
k
ψul ψugym

iniszt ㊖erium
i
iratok

m
eg
㊖ıt ㊖el ㊖ese

szerint─,
P

rotest ㊖an
s

S
zem

le,
58.
(5.
㊖uj)
㊖evf.1996.1.
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六
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sz.1

㉕11.old

●

,
l ㊖asd

8.old.

（
五
月
二
三
日
付
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
駐
ウ
ィ
ー
ン
大
使
の
レ
オ
・
カ
プ
リ
ー
ヴ
ィ
宰
相

宛
て
の
報
告
に
あ
る
カ
ー
ル
ノ
キ
と
の
会
話
）
五
月
二
六
日
の
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
の
謁
見
の
後
に
、
国
王
は
カ
ー
ル
ノ
キ
と
カ
ー
ラ
イ
と
謁
見

し
て
お
り
、
そ
の
後
に
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
を
ウ
ィ
ー
ン
に
呼
ん
で
い
る
。SA

L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,

308
㉕310.old.

婚
姻
法
の
改
訂
の
意
図
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
他
の
点
で
も
正
確
な
情
報
を
本
国
に
伝
え
て
い
る
ド
イ
ツ
帝
国
の
外

交
官
の
報
告
で
あ
る
。A

D
R
I
лAN
Y
I,

op.
cit

●

,
9.old.

（
「)

テ
ィ
サ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
手
記
に
よ
る
と
、ⅷ
六
月
一
日
…
…
夕
方
…
…
九
時
半
に
〔
党
⒡
⒢
引
用
者
注
〕
ク
ラ
ブ
に
戻
っ

た
が
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
の
到
着
の
少
し
後
だ
っ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
で
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
ガ
ヤ
ー
リ
〔
・
エ
デ
ン
、
党
機
関
紙
㈯
国
民N

em
zet

㈷
の
編
集
者
で
、
テ
ィ
サ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ

ァ
ー
ン
の
支
持
者
〕
が
す
ぐ
に
教
え
て
く
れ
た
。
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
の
解
任
は
、
冷
た
い
、
緊
張
し
た
雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
。
ク
エ
ン
は
ヴ
ェ

ケ
ル
レ
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
呼
ば
れ
て
お
り
、〔
ク
エ
ン
は
〕
彼
と
協
議
も
せ
ず
、
支
持
を
要
請
も
せ
ず
に
、〔
組
閣
の
〕
委
任
を
受
諾

し
た
。〔
ク
エ
ン
は
〕
明
日
の
朝
到
着
し
て
、
党
内
か
ら
政
府
を
構
成
し
よ
う
と
し
、
私
と
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
・
ジ
ュ
ラ
〔
の
入
閣
〕
を
当

て
に
し
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
で
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
閣
僚
ポ
ス
ト
引
受
け
に
人
を
得
る
の
は
簡
単
で
、
党
の
大
部
分
は
ⅷ
在
庫
の
マ
ム
ル

ー
ク
議
員
ⅸ、
と
い
う
も
の
だ
。

ヴ
ェ
ケ
ル
レ
と
は
、
こ
の
時
に
は
二
人
だ
け
で
話
す
こ
と
は
無
理
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
朝
訪
ね
る
こ
と
だ
け
約
束
し
た
。

六
月
二
日
、
朝
九
時
に
彼
を
〔
首
相
公
邸
の
シ
ャ
ー
ン
ド
ル
宮
に
〕
訪
ね
、
ま
ず
何
が
起
き
た
の
か
を
話
す
よ
う
に
頼
ん
だ
。
国
王
は

今
回
も
二
六
日
以
上
の
こ
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
三
一
日
の
午
後
に
彼
〔
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
〕
に
向
か
っ
て
、
彼
〔
ヴ
ェ
ケ
ル

レ
〕
が
こ
れ
以
上
事
柄
を
前
に
進
め
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、〔
ク
ロ
ア
チ
ア
〕
太
守
と
話
し
た
い
、
と
言
っ
た
。
い
つ
太
守
を
呼
び
ま
し
ょ

う
か
、
と
い
う
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
の
質
問
に
対
す
る
答
え
は
、
も
う
呼
ん
だ
の
で
、
今
日
の
夕
方
に
到
着
す
る
、
だ
っ
た
。
ク
エ
ン
が
一
日
の

朝
、
国
王
と
の
謁
見
の
前
に
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
と
会
っ
た
と
き
に
、
彼
〔
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
〕
は
彼
〔
ク
エ
ン
〕
に
組
閣
を
委
任
さ
れ
る
よ
、
と
伝

え
た
。ⅸ
こ
の
後
に
、
注
36
の
会
話
が
続
い
た
。T

ISZ
A
,

op.
cit

●
,
683

㉕684.old.

（
」)

党
決
議
の
草
案
は
、
ダ
ラ
ー
ニ
・
イ
グ
ナ
ー
ツ
（
副
党
首
）、
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
・
ジ
ュ
ラ
（
子
）
ら
の
作
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ダ
ラ
ー
ニ
に
つ
い
て
は
、F

E
H
лER
G
y
ψorgy,

D
ar
㊖an

yi
Ign
㊖ac

p
㊖aly
㊖aja
(1849-1899),

B
udapest:

G
ondolat

K
iad
㊖o,
2012,

l ㊖asd
85.old.

こ
の
党
決
議
の
採
択
の
様
子
は
、B

лUSB
A
C
H
,

op.
cit

●

,
44

㉕46.old.

し
か
し
、
テ
ィ
サ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
自
身

二
七
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が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
ク
エ
ン
に
反
対
し
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
を
支
持
す
る
党
決
議
を
採
択
す
る
に
当
た
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の

は
、
他
で
も
な
い
彼
だ
っ
た
。T

ISZ
A
,

op.
cit

●

,
691.old.

（
『)

以
下
の
記
述
はibid

●

,
687

㉕696.old.

に
よ
る
。
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
は
自
由
党
か
ら
内
閣
を
組
閣
す
る
意
図
を
強
調

し
た
が
、
本
来
の
目
的
が
そ
う
で
な
い
こ
と
は
多
く
の
状
況
証
拠
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
た
。
六
月
四
日
に
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
を
訪
れ
る
国

王
を
駅
頭
で
、
ア
ポ
ニ
、
サ
パ
ー
リ
、
清
廉
派
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
ア
ツ
ェ
ー
ル
・
ベ
ー
ラ
が
出
迎
え
た
こ
と
は
、
自
由
党
の
党
ク
ラ
ブ

に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
。Ibid

●,
687.old.

ア
ポ
ニ
は
、
非
公
式
に
入
閣
の
打
診
が
あ
っ
た
こ
と
を
回
想
録
に
記
し
て
い
る
。A

P
-

P
O
N
Y
I,

op.
cit

●

,
[I.k

ψot

●

,]
218.old.

ま
た
、
国
民
党
の
閣
僚
を
含
む
予
定
閣
僚
リ
ス
ト
も
存
在
す
る
。L

A
K
O
S,
れB
evezet ㊖㊖o

tanulm
㊖any─,

164.old.
10.
jegyz.

（
』)

チ
ャ
ー
キ
は
、
既
に
一
八
九
二
年
一
一
月
一
九
日
の
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
の
組
閣
に
際
し
て
、
国
王
に
翌
日
の
私
的
な
謁
見
を
申
し
込

み
、
謁
見
の
場
で
国
王
に
忠
誠
を
表
明
し
て
、
国
王
が
望
ま
な
い
場
合
に
は
即
座
に
文
相
を
辞
任
す
る
と
約
束
し
て
い
た
。C

S
лAK
Y
,

op.
cit.,

S.94

㉕95.

（
【)

こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
自
由
党
内
で
は
国
王
の
手
先
と
目
さ
れ
て
い
た
フ
ェ
イ
エ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
リ
国
防
相
が
、
テ
ィ
サ
・
イ
シ

ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
の
は
、H

A
JD
U
T
ibor,

れF
ej ㊖erv

㊖ary
G
㊖eza

karrierje,

avagy
m
ik
㊖ep
lehetett

egy
m
agyar

F
erenc

J
㊖ozsef

kedvence─,
H

ad
t ψort ㊖en

elm
i

K
ψozlem

㊖en
yek,

117.
㊖evf.2004.1.sz.3

㉕

59.old

●

,
l ㊖asd

44

㉕45.old.;
idem

,
れA
m
iniszter

㊖es
ap
㊖osa
(B
uri ㊖an

Istv
㊖an
㊖es
F
ej ㊖erv

㊖ary
G
㊖eza)─,

T
ψort ㊖en

elm
i

S
zem

le,

49.
㊖evf.2007.4.sz

●

,
549

㉕561.old

●

,
l ㊖asd

555
㉕557.old.

（
】)

H
A
N
лAK
P
㊖eter,

れIratok
az
1894

㉕95.
㊖evi
m
agyar

korm
㊖anyv

㊖als
㊖ag
t ψort ㊖enet ㊖ehez─,

T
ψort ㊖en

elm
i

S
zem

le,
2.
㊖evf.

1959.3

㉕4.sz.291

㉕353.old

●

,
l ㊖asd

331.old.

（
史
料
22
一
八
九
四
年
一
二
月
二
三
日
付
の
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
の
パ
ー
パ

イ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
国
王
官
房
局
長
宛
て
書
簡
）

（
＝)
B
лUSB
A
C
H
,

op.
cit

●

,
45

㉕46.old.;
SA
L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,
313.old.

（
ぁ)

ア
ン
ド
ラ
ー
シ
・
ジ
ュ
ラ
（
子
）
に
つ
い
て
は
、SZ

A
L
A
I
M
ikl ㊖os,

れIfjabb
A
ndr
㊖assy

G
yula

gr
㊖of
p
㊖aly
㊖aj ㊖anak

els
㊖㊖o
sza-

kasza
(1860

㉕1904)─,
S

z
㊖azad

ok,
131.

㊖evf.1997.3.sz.623

㉕677.old.;
idem

,
Ifjabb

A
n

d
r
㊖assy

G
yu

la
㊖elete

㊖es
p
㊖aly
㊖aja,

B
udapest:

M
T
A
T
ψort ㊖enettudom

㊖anyi
Int ㊖ezete,

2003.

著
書
の
冒
頭
の
二
章
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
が
、
若
干
詳
し
い
論
文
の
方
か

二
八
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ら
引
用
す
る
。

（
ぃ)

ヴ
ェ
ケ
ル
レ
は
当
初
、
テ
ィ
サ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
を
農
務
相
に
就
け
る
予
定
で
い
た
。T

ISZ
A
,

op.
cit

●

,
690

㉕691.old.

ア

ン
ド
ラ
ー
シ
や
テ
ィ
サ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
へ
の
閣
僚
ポ
ス
ト
の
用
意
は
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
の
再
任
を
も
た
ら
し
た
自
由
党
内
で
の

行
動
に
対
す
る
論
功
行
賞
の
意
味
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

（
ぅ)

O
G

Y
K

H
n

apl ㊖oja,
1892

㉕96.X
IX
.k
ψot.
102.old.

(1894.
j ㊖unius

12

●

);
O

G
Y

F
H

n
apl ㊖oja,

1892

㉕96.III.k
ψot.
248.

old.
(1894.

j ㊖unius
12

●

)

（
ぇ)

L
A
K
O
S,
れB
evezet ㊖㊖otanulm

㊖any─,
161.old.;

O
G

Y
F

H
n

apl ㊖oja,
1892

㉕96.III.k
ψot.
280.old.

(1894.
j ㊖unius

21

●

)

第
一
読
会
。
翌
日
の
第
二
読
会
で
は
、
逐
条
審
議
の
上
で
、
反
対
派
の
提
出
し
た
修
正
動
議
は
、
政
府
の
容
認
し
た
一
条
の
追
記
（
ド
イ

ツ
帝
国
の
一
八
七
五
年
の
身
分
登
録
・
婚
姻
法
の
、
い
わ
ゆ
る
皇
帝
条
項K

aiser

㉕Paragraph

に
相
当
す
る
文
言
⒡
⒢
ⅷ
本
法
は
、
婚

姻
締
結
に
関
す
る
宗
教
上
の
義
務
に
は
手
を
触
れ
な
い
ⅸ
⒡
⒢
が
末
尾
に
追
記
さ
れ
た
）
を
除
い
て
、
全
て
否
決
さ
れ
、
全
体
は
起
立
多

数
で
可
決
さ
れ
た
。
下
院
は
上
院
に
よ
る
追
記
を
承
認
し
た
。SA

L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,
314

㉕317.old.

（
ぉ)

Ibid

●

,
317

㉕325

●

,
334

㉕339.
old

（
っ)

一
八
九
四
年
末
・
九
五
年
初
頭
の
第
二
次
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
内
閣
危
機
に
関
す
る
重
要
な
資
料
は
、H

A
N
лAK
,
れIratok

az
1894

㉕95.
㊖evi
m
agyar

korm
㊖anyv

㊖als
㊖ag
t ψort ㊖enet ㊖ehez─

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
ゃ)

カ
ー
ル
ノ
キ
共
通
外
相
ら
は
、
五
〜
六
月
の
事
態
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
裁
可
を
引
き
延
ば
し
て
い
る
間
に
閣

内
対
立
で
辞
任
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。Ibid
●

,
315

㉕320.old.

（
史
料
10
カ
ー
ル
ノ
キ
の
一
一
月
二
五
日
付
の
皇
帝
宛
て
書
簡
、

11
同
日
付
の
カ
ー
ラ
イ
宛
て
書
簡
、
13
一
一
月
二
六
日
付
の
皇
帝
・
国
王
宛
て
書
簡
）

（
ゅ)

O
G

Y
K

H
n

apl ㊖oja,
1892

㉕96.X
X
I.k
ψot.
464.old.

(1894.
deczem

ber
28

●

)

（
ょ)
B
лUSB
A
C
H
,

op.
cit

●

,
53

㉕55.
old.

（
ゎ)
H
A
N
лAK
,
れIratok

az
1894

㉕95.
㊖evi
m
agyar

korm
㊖anyv

㊖als
㊖ag
t ψort ㊖enet ㊖ehez─,

322.old.

（
史
料
15
一
一
月
二
六
日
付
の

ベ
ト
レ
ン
・
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
ュ
の
カ
ー
ラ
イ
夫
人
ベ
ト
レ
ン
・
ヴ
ィ
ル
マ
宛
て
書
簡
）

（
ァ)

Ibid

●

,
329

㉕330.old.

（
史
料
21
一
二
月
二
一
日
付
の
カ
ー
ル
ノ
キ
の
カ
ー
ラ
イ
宛
て
書
簡
）

（
ィ)

Ibid

●

,
319.old.

（
史
料
13
）

二
九
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（
ゥ)

国
民
党
と
の
合
同
に
関
し
て
は
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
が
、
ア
ポ
ニ
ら
の
要
求
が
障
害
に
な
る
し
、
テ
ィ
サ
派
が
反
対
し
て
離
党
す
る
危
険

も
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
。Ibid

●

,
330.old.

（
史
料
21
）

（
ェ)

Ibid

●

,
327

㉕328

●

,
330

㉕332.old.

（
史
料
19
一
二
月
九
日
付
の
カ
ー
ラ
イ
の
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
宛
て
書
簡
、
22
）

（
ヵ)
こ
の
謁
見
に
は
、
例
外
的
に
パ
ー
パ
イ
が
記
し
た
メ
モ
が
存
在
す
る
。M

agyar
N
em
zeti

L
ev
㊖elt ㊖ar,

O
rsz
㊖agos

L
ev
㊖elt ㊖ar,

I.

34.
P
㊖apay

Istv
㊖an
kabinetirodai

titk
㊖ar
iratai

(1835

㉕1900),
4.
doboz,

2.
cs.
A
z
1894/5

㊖evi
korm

㊖anyv
㊖als
㊖ag
(1894

㉕

95),
ff.42

㉕57;
H
A
N
лAK
,
れIratok

az
1894

㉕95.
㊖evi
m
agyar

korm
㊖anyv

㊖als
㊖ag
t ψort ㊖enet ㊖ehez─,

332

㉕339.old.

（
史
料
23
）

（
ヶ)

ア
ポ
ニ
の
謁
見
に
関
す
る
別
紙
メ
モ
は
、
史
料
と
し
て
残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
こ
の
謁
見
は
ア
ポ
ニ
の
回
想
録
か
ら
再
現

せ
ざ
る
を
得
な
い
。A

P
P
O
N
Y
I,

op.
cit

●

,
[I.k

ψot

●

,]
220

㉕221.old.

（
Α)

人
民
党
は
、
一
八
九
四
年
一
二
月
の
セ
ー
ケ
シ
ュ
フ
ェ
ヘ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
で
の
集
会
を
経
て
、
翌
九
五
年
一
月
に
正
式
に
結
党
さ
れ

る
（
ジ
チ
ィ
・
ナ
ー
ン
ド
ル
、
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ズ
ィ
・
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
・
モ
ー
リ
ツ
ら
、
数
名
の
上
院
反
対
派
を
中
心
と
し
て
、
多
数
の

下
級
聖
職
者
・
カ
ト
リ
ッ
ク
系
紙
関
係
者
ら
が
参
加
し
て
。
結
党
時
点
で
は
下
院
に
は
一
名
の
議
員
し
か
い
な
い
。
サ
パ
ー
リ
派
は
、
数

名
を
除
い
て
、
自
由
党
に
復
帰
し
た
）。SZ

A
B
лO
D
㊖aniel,

れA
N
㊖epp
㊖art
m
egalakul ㊖asa─,

T
ψort ㊖en

elm
i

S
zem

le,
20.
㊖evf.

1977.2.sz.169

㉕208.old.;
SC
H
W
A
R
C
Z
W
ψOL
D
E
R
,
れM
agyarorsz

㊖ag
vez
㊖erigazgat ㊖oja─,

206.old.

人
民
党
は
、
教
会
政
策

法
の
改
訂
の
他
に
、
教
皇
回
勅R
erum

novarum

の
精
神
に
従
っ
て
、
社
会
問
題
に
関
心
を
払
い
、
ま
た
他
の
政
党
と
は
異
な
っ
て
、

少
数
民
族
に
共
感
的
な
立
場
を
取
る
な
ど
⒡
⒢
こ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
党
は
、
自
身
は
受
動
戦
術
を
と
る
、
す
な
わ

ち
選
挙
に
は
参
加
し
な
い
が
、
支
持
者
に
は
人
民
党
へ
の
投
票
を
訴
え
、
数
名
の
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
候
補
者
が
人
民
党
の
綱
領
を
掲
げ
て

選
挙
に
出
馬
し
た
⒡
⒢
、
従
来
の
政
党
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
幾
つ
か
の
亀
裂
を
議
会
内
に
持
ち
込
も
う
と
試
み
た
。
人

民
党
は
、
一
八
九
〇
年
代
に
（
支
持
者
が
有
権
者
で
な
い
た
め
に
）
議
会
外
政
党
と
し
て
登
場
す
る
社
会
民
主
党
と
並
ん
で
、
カ
ト
リ
ッ

ク
系
の
結
社
の
創
設
や
動
員
を
通
し
て
、
大
衆
政
党
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
が
、
特
に
初
期
の
段
階
で
は
、
主
た
る
支
持
基
盤
は

指
導
的
な
議
員
（
ジ
チ
ィ
・
ナ
ー
ン
ド
ル
、
そ
の
甥
の
ジ
チ
ィ
・
ヤ
ー
ノ
シ
ュ
な
ど
）
と
な
っ
た
、
あ
る
い
は
下
院
選
に
は
出
馬
し
な
か

っ
た
が
人
民
党
の
活
動
を
支
持
し
た
上
院
反
対
派
の
大
貴
族
大
土
地
所
有
者
の
所
領
の
影
響
力
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。SZ

A
B
лO

D
㊖aniel,

れA
m
agyar

N
㊖epp
㊖art

»hossz
㊖u
m
enetel ㊖ese«:

A
politikai

katolicizm
us
el ㊖㊖ot ψort ㊖enet ㊖eb

㊖㊖ol─,
T
ψort ㊖en

elm
i

S
zem

le,

46.
㊖evf.1991.8

㉕9.sz.123

㉕131.old.;
idem

,
れ1894:

лUj
t ψort ㊖enet

kezd
㊖㊖odik─,

V
il ㊖agoss

㊖ag,
35.
㊖evf.1994.3.sz.3

㉕10.
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〇

二重君主国期ハンガリーにおける責任内閣制の運用（二)

(269)
(法学 2023) 87Ё3Ё91



old.;
idem

,
れA
politikai

katolicizm
us
p
㊖artj ㊖anak

m
egjelen

㊖ese
a
m
agyarorsz

㊖agi
p
㊖artrendszerben─,

P
rotest ㊖an

s

S
zem

le,
58.
(5.
㊖uj)
㊖evf.1996.1.sz.30

㉕35.old.
（
ォ)
２〔
昨
日
の
〕
一
一
時
か
ら
三
時
ま
で
、
順
に
ス
ラ
ー
ヴ
ィ
、
バ
ー
ン
フ
ィ
、
セ
ー
ル
、〔
ク
ロ
ア
チ
ア
〕
太
守
が
私
の
と
こ
ろ
に
来

た
。
予
期
し
て
い
た
よ
り
も
状
況
は
本
当
に
有
利
だ
っ
た
。
人
々
は
ま
ず
ま
ず
の
と
こ
ろziem

lich

太
守
を
受
け
入
れ
た
よ
う
で
、
与

党
は
全
体
と
し
て
き
っ
ぱ
り
と
彼
を
支
持
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
彼
自
身
に
、
困
難
で
少
な
く
と
も
不
確
実
な
任
務
を
引
き
受
け
る

勇
気
が
な
い
。ⅸ（
一
八
九
五
年
一
月
七
日
付
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
の
愛
人
カ
タ
リ
ー
ナ
・
シ
ュ
ラ
ト
宛
て
書
簡
）B

riefe
K

aiser

F
ran

z
J

oseph
s

an
F

rau
K

ath
arin

a
S

ch
ratt,

herausgegeben
von

Jean
D
E
B
O
U
R
G
O
IN
G
,
W
ien:

U
llstein

V
erl

●

,

1949,
S.305.

（
ッ)

２今
日
は
、
こ
れ
が
未
だ
に
最
も
扱
い
に
く
いder

Schw
ierigste

テ
ィ
サ
と
、
そ
れ
か
ら
サ
パ
ー
リ
と
話
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る

…
…
。ⅸIbid

.;
B
E
R
T
лEN
Y
I,
れB
㊖anffy

D
ezs
㊖㊖o
㊖es
a
nem
zetis

㊖egi
k
㊖erd
㊖es─,

79

㉕80.old.

（
ャ)

自
由
党
側
の
出
席
者
は
、
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
、
シ
ラ
ー
ジ
、
バ
ー
ン
フ
ィ
、
チ
ャ
ー
キ
、
ダ
ラ
ー
ニ
、
セ
ー
ル
、
テ
ィ
サ
・
カ
ー
ル
マ
ー

ン
。れB

elf ψold─,
N

em
zet,

1895.
janu

㊖ar
9

●

,
1.old.

（
ュ)

れA
v
㊖als
㊖ag─,

N
em

zet,
1895.

janu
㊖ar
10

●

,
1.old.;

H
A
N
лAK
,
れIratok

az
1894

㉕95.
㊖evi
m
agyar

korm
㊖anyv

㊖als
㊖ag

t ψort ㊖enet ㊖ehez─,
349.old.

（
史
料
34
一
八
九
五
年
一
月
一
一
日
付
の
皇
帝
・
国
王
の
カ
ー
ル
ノ
キ
宛
て
の
電
信
）

（
ョ)

セ
ー
ル
は
、
自
身
の
将
来
に
は
含
み
を
持
た
せ
た
。ⅷ〔
セ
ー
ル
が
言
う
に
は
、〕
暫
定
政
権
で
自
身
が
使
い
捨
て
に
さ
れ
る
こ
と
は

望
ま
な
い
がsich
nicht

abn
ψutzen

w
ill

、
他
方
で
、
後
に
事
が
既
に
熟
し
て
、
も
し
も
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
よ
ろ
こ
ん
で
奉
仕
を

提
供
す
る
。ⅸIbid
.

（
ヮ)

Ibid
.

（
ヵ)

一
八
九
六
年
選
挙
を
契
機
と
し
て
、
従
来
の
自
由
主
義
対
保
守
主
義
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
軸
に
代
え
て
、
新
し
い
亀
裂
を

議
会
内
に
持
ち
込
も
う
と
試
み
た
、
農
業
派
と
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
人
民
党
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
ⅷ
新
保
守
主
義
ⅸ
と
捉
え
る
、SZ

A
-

B
лO
M
ikl ㊖os,

れ
лUj
von
㊖asok

a
sz
㊖azadfordul ㊖oi

m
agyar

konzervat ㊖ıv
politikai

gondolkod
㊖asban─,

S
z
㊖azad

ok,
108.

㊖evf.

1974.1.sz.3

㉕65.old.

を
参
照
。

（
ヶ)

バ
ー
ン
フ
ィ
内
閣
に
つ
い
て
は
、B

E
R
T
лEN
Y
I,
れB
㊖anffy

D
ezs
㊖㊖o
㊖es
a
nem
zetis

㊖egi
k
㊖erd
㊖es─,

96

㉕242.old.;
idem

,

三
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れ
»B
alk
㊖anib
㊖ol«

»halad
㊖o«
politikus:

B
㊖anffy

D
ezs
㊖㊖oarisztokrat ㊖ak

㊖es
dem
okrat ㊖ak

k
ψoz
ψott─,

in
A

risztokrata
㊖eletp

㊖aly
㊖ak

㊖es
㊖eletviszon

yok,
szerkesztette

P
A
P
P
K
l ㊖ara

㉔

P
ψUSK
I
L
evente,

D
ebrecen:

D
ebreceni

E
gyetem

T
ψort ㊖enelm

i
In-

t ㊖ezete,
2009,

165

㉕190.old.;
B
A
L
A
SSA

Im
re,
れA
B
㊖anffy

㉕㊖era
t ψort ㊖enete─,

in
A

m
agyar

orsz
㊖aggy

㊖㊖u
l ㊖es

t ψort ㊖en
ete

1867-1927,
szerkesztette

B
A
L
L
A
A
ntal,

B
udapest:

L
㊖egr
㊖ady
N
yom
da
㊖es
K
ψonyvkiad

㊖o,
[1927],

159

㉕205.old.

（
㍉)
但
し
、
バ
ー
ン
フ
ィ
内
閣
の
閣
僚
に
は
、
専
門
家
と
し
て
そ
の
分
野
で
名
を
な
す
こ
と
に
な
る
人
物
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
ヴ
ラ
ッ

シ
チ
文
相
や
、（
九
五
年
末
に
フ
ェ
シ
ュ
テ
テ
ィ
チ
の
後
任
と
な
る
）
ダ
ラ
ー
ニ
・
イ
グ
ナ
ー
ツ
農
務
相
、
そ
し
て
、
大
蔵
官
僚
出
身
で

大
蔵
次
官
・
蔵
相
を
歴
任
し
、
そ
こ
か
ら
首
相
に
ま
で
上
り
つ
め
た
、
前
任
者
の
ヴ
ェ
ケ
ル
レ
と
同
じ
経
歴
を
歩
ん
だ
ル
カ
ー
チ
・
ラ
ー

ス
ロ
ー
蔵
相
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。B

E
R
T
лEN
Y
I,
れB
㊖anffy

D
ezs
㊖㊖o
㊖es
a
nem
zetis

㊖egi
k
㊖erd
㊖es─,

96

㉕97.old.

（
㌔)

SA
L
A
C
Z
,

M
agyar

ku
lt
㊖u
rh

arc
t ψort ㊖en

ete,
362

㉕371.old.

（
㌢)

B
E
R
T
лEN
Y
I,
れB
㊖anffy

D
ezs
㊖㊖o
㊖es
a
nem
zetis

㊖egi
k
㊖erd
㊖es─,

140

㉕41.old.;
H
O
R
лAN
SZ
K
Y
L
ajos,

T
isza

Istv
㊖an
㊖es

kora,
I.k
ψot

●

,
sajt ㊖o

al ㊖a
rendezte

H
O
R
лAN
SZ
K
Y
N
㊖andor,

[B
udapest]:

T
ell ㊖er

K
iad
㊖o,
[1994],

267

㉕269.old.;
SZ
A
T
-

M
лAR
I,

op.
cit

●

,
199

㉕200.old.

（
㍍)

一
八
九
六
年
選
挙
に
関
し
て
は
、Ifj.

B
E
R
T
лEN
Y
I
Iv
㊖an,
れ

»A
lelketeket

adj ㊖atok
az
ψord
ψognek,

ha
a
korm

㊖anyp
㊖artra

szavaztok!«:
A
dal ㊖ekok

az
1896

㉕os
v
㊖alaszt ㊖asok

t ψort ㊖enet ㊖ehez─,
in

N
atio

est
sem

per
reform

an
d

a:
T

an
u

lm
㊖an

yok
a

70
㊖eves

G
ergely

A
n

d
r
㊖as

tisztelet ㊖ere,
szerkesztette

A
N
K
A
L
㊖aszl ㊖o,

stb

●

,
B
udapest:

K
㊖aroli

G
㊖asp
㊖ar
R
eform

㊖atus

E
gyetem

㉔L
'H
arm
attan

K
iad
㊖o,
2016,

320
㉕334.old.;

SZ
A
B
лO
D
㊖aniel,

れA
N
㊖epp
㊖art
az
1896.

㊖evi
orsz

㊖aggy
㊖㊖ul ㊖esi

v
㊖alaszt ㊖asokon─,

S
z
㊖azad

ok,
112.

㊖evf.1978.4.sz.730

㉕756.old.

選
挙
の
結
果
、
独
立
党
は
コ
シ
ュ
ー
ト
・
フ
ェ
レ
ン
ツ
派
（
次

注
参
照
）
が
五
〇
議
席
（
前
回
選
挙
の
四
八
年
派
独
立
党
イ
ラ
ー
ニ
派
の
八
六
議
席
か
ら
）、
ウ
グ
ロ
ン
派
が
一
一
議
席
（
一
五
議
席
か

ら
）、
国
民
党
が
三
三
議
席
（
六
一
議
席
か
ら
）
と
い
ず
れ
も
軒
並
み
議
席
を
減
ら
し
、
新
政
党
の
人
民
党
は
一
八
議
席
に
と
ど
ま
っ
た
。

M
agyar

statisztikai
㊖evk
ψon

yv
1915,

B
udapest:

A
theneum

,
1918,

809.old.

（
㌘)
SZ
A
L
A
I,
れIfjabb

A
ndr
㊖assy

G
yula

...─,
653

㉕654.old.
同
時
代
文
献
は
、
野
党
独
立
党
（
一
八
九
五
年
に
、
ユ
シ
ュ
ト
率

い
る
独
立
党
本
体
は
教
会
政
策
法
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
、
自
由
主
義
派
と
保
守
派
に
分
裂
し
た
。
自
由
主
義
派
は
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
派
と

合
同
し
、
父
の
遺
骸
を
母
国
に
運
ん
だ
コ
シ
ュ
ー
ト
・
フ
ェ
レ
ン
ツ
を
指
導
者
と
し
て
ⅷ
独
立
と
四
八
年
党
ⅸ
を
名
乗
っ
た
。
保
守
派
は

三
二

二重君主国期ハンガリーにおける責任内閣制の運用（二)
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ウ
グ
ロ
ン
派
と
合
同
し
た
）
が
、
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
新
聞
記
者
協
会
と
開
催
し
た
、
九
七
年
五
月
二
三
日
の
首
都
で
の
野
外
集
会
を
、
社
会

民
主
党
と
そ
の
支
持
者
の
組
織
労
働
者
が
街
頭
で
の
示
威
行
動
に
参
加
し
た
最
初
の
機
会
と
し
て
書
き
留
め
て
い
る
。SZ

A
T
M
лAR
I,

op.
cit

●,
238

㉕245.
old.

（
独
立
党
内
の
動
き
に
つ
い
て
は
、D
E
лAK

A
lbert,

A
parlam

en
ti

korm
㊖an

yren
d

szer
M

a-

gyarorsz
㊖agon

,
II.
r
㊖esz,

B
udapest:

G
rill
K
㊖aroly

K
ψonyvkiad

㊖ov
㊖allalata,

1912,
127.old.

）
グ
ラ
ツ
は
、
こ
の
集
会
を
機

に
、
八
九
年
の
防
衛
力
法
論
争
ま
で
の
大
学
生
を
主
役
と
し
た
街
頭
の
示
威
行
動
の
時
代
か
ら
、
社
会
民
主
党
が
街
頭
で
の
示
威
行
動
の

主
役
と
な
る
時
代
に
移
行
し
た
と
記
し
て
い
る
。G

R
A
T
Z
G
uszt ㊖av,

A
d

u
alizm

u
s

kora:
M

agyarorsz
㊖ag

t ψort ㊖en
ete

1867-

1918,
I.k
ψot

●
,
B
udapest:

M
agyar

Szem
le
T
㊖arsas

㊖ag,
1934

(B
udapest:

A
kad
㊖em
iai
K
iad
㊖o
reprint

kiad
㊖asa,

1992),

351.old.

こ
れ
ら
の
同
時
代
の
記
述
は
、
や
や
単
純
化
し
す
ぎ
て
お
り
、
防
衛
力
法
論
争
時
の
デ
モ
に
も
（
未
組
織
）
労
働
者
は
参
加

し
て
い
た
し
、
こ
れ
以
後
の
街
頭
で
の
示
威
行
動
に
も
大
学
生
は
参
加
し
て
い
る
。
但
し
、
専
門
文
献
も
、
八
〇
年
代
・
九
〇
年
代
は
大

学
生
が
、
世
紀
転
換
期
以
降
は
労
働
者
が
、
街
頭
で
の
集
合
行
為
へ
の
参
加
者
の
主
た
る
社
会
的
輩
出
層
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。C

f.

SZ
A
B
лO
D
㊖aniel,

れA
v
㊖eder

㊖㊖ot ψuntet ㊖esek
r
㊖esztvev

㊖㊖oi─,
K

orall,
17.sz.2004.43

㉕60.old.;
G
Y
лAN
I
G
㊖abor,

れF
㊖㊖ov
㊖arosi

zavarg
㊖asok

a
dualizm

us
㊖evtizedeiben─,

in
R

en
d

i
t ㊖arsad

alom

㉔polg
㊖ari

t ㊖arsad
alom

3:
T
㊖arsad

alm
i

kon
fliktu

sok,

szerkesztette
лA.
V
A
R
G
A
L
㊖aszl ㊖o,

Salg
㊖otarj ㊖an:

N
㊖ogr
㊖ad
M
egyei

L
ev
㊖elt ㊖ar,

1991,
345

㉕355.old.

他
方
で
、
両
者
の
間
で

街
頭
行
動
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
も
存
在
す
る
。
八
九
年
の
防
衛
力
法
論
争
に
際
し
て
、
後
に
社
会
民

主
党
の
指
導
者
の
一
人
と
な
る
ヴ
ェ
ル
ト
ネ
ル
・
ヤ
カ
ブ
（
当
時
一
五
歳
で
、
指
物
工
房
で
働
く
徒
弟
だ
っ
た
）
は
、
デ
モ
の
開
始
と
同

時
に
ペ
シ
ュ
ト
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
の
窓
や
ガ
ス
灯
が
割
ら
れ
た
の
を
見
て
い
た
が
、
ラ
ー
コ
ー
ツ
ィ
通
り
の
と
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス

の
窓
が
割
ら
れ
て
い
な
い
の
を
見
て
仲
間
と
投
石
し
た
と
こ
ろ
、
警
官
だ
け
で
な
く
デ
モ
参
加
者
か
ら
も
追
い
か
け
ら
れ
た
顛
末
を
回
想

録
に
記
し
て
い
る
。
後
で
、
四
八
年
派
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
だ
っ
た
と
知
っ
た
、
と
。W

E
L
T
N
E
R
Jakab,

れM
illj ㊖ok

egy
m

iatt─

（em
l ㊖ekek),

B
udapest:

A
szerz

㊖㊖osaj ㊖at
kiad

㊖asa,
1927,

37.old.

（
㌧)

ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
の
政
府
と
の
間
で
何
度
も
（
バ
ー
ン
フ
ィ
＝
バ
デ
ー
ニ
、
同
暫
定
措
置
、
バ
ー
ン
フ
ィ
＝
ト

ゥ
ン
暫
定
措
置
、
セ
ー
ル
＝
ト
ゥ
ン
暫
定
措
置
、
セ
ー
ル
＝
ケ
ル
バ
ー
）
関
税
・
通
商
同
盟
に
つ
い
て
の
合
意
（
一
部
は
以
前
の
経
済
妥

協
の
効
力
を
延
長
す
る
暫
定
措
置provizorium

）
が
結
ば
れ
た
が
、
結
局
、
両
議
会
に
よ
る
法
制
化
が
実
現
し
な
か
っ
た
（
一
八
九
九

年
に
、
セ
ー
ル
＝
ト
ゥ
ン
政
府
間
合
意
に
よ
っ
て
、
前
の
経
済
妥
協
の
効
力
を
一
九
〇
七
年
ま
で
延
長
す
る
暫
定
措
置
が
と
ら
れ
、
こ
の

三
三
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時
に
多
く
の
合
意
事
項
⒡
⒢
消
費
税
の
補
填
、
中
央
銀
行
の
パ
リ
テ
ィ
化
、
ク
ォ
ー
タ
の
変
更
⒡
⒢
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
法
制
化
さ
れ

た
）
一
八
九
七
〜
一
九
〇
六
年
の
経
済
妥
協
交
渉
に
つ
い
て
は
、B

erthold
SU
T
T
E
R
,
れD
ie
A
usgleichsverhandlungen

zw
i-

schen
ψOsterreich

und
U
ngarn

1867

㉕1918В
,

S
ψu
d

ostd
eu

tsch
es

A
rch

iv,
11.B

d.1968,
S.71

㉕111;
K
лAR
B
IN
лAkos,

れSz
㊖ell
K
㊖alm
㊖an
㊖es
a
gazdas

㊖agi
t ㊖argyal ㊖asok

A
usztri ㊖aval─,

in
T
ψorv
㊖en

y,
jog,

igazs
㊖ag:

S
z
㊖ell

K
㊖alm
㊖an
㊖eletm

㊖㊖u
ve,
szer-

kesztette
B
E
R
T
лEN
Y
I,
261

㉕279.
old.

バ
ー
ン
フ
ィ
政
府
と
バ
デ
ー
ニ
政
府
の
間
の
交
渉
は
、A

natol
SC
H
M
IE
D

㉕

K
O
W
A
R
Z
IK
,

U
n

teilbar
u

n
d

u
n

tren
n

bar?:
D

ie
V

erh
an

d
lu

n
gen

zw
isch

en
C

isleith
an

ien
u

n
d

U
n

garn
zu

m

gesch
eiterten

W
irtsch

aftsau
sgleich

1897,
Innsbruck

㉕W
ien

㉕Bozen:
Studien

V
erl

●

,
2010.

経
済
妥
協
交
渉
と
バ
ー
ン
フ

ィ
内
閣
の
内
閣
危
機
に
つ
い
て
は
、B

E
R
T
лEN
Y
I,
れB
㊖anffy

D
ezs
㊖㊖o
㊖es
a
nem
zetis

㊖egi
k
㊖erd
㊖es─,

224

㉕242.old.;
SC
H
W
A
R
C
Z
-

W
ψOL
D
E
R
,
れM
agyarorsz

㊖ag
vez
㊖erigazgat ㊖oja─,

212

㉕264.old.

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ヴ
ェ
ル
デ
ル
は
バ
ー
ン
フ
ィ
内
閣
危
機
に
つ
い

て
、
解
釈
の
異
な
る
複
数
の
論
文
を
公
表
し
て
い
る
が
、
国
民
党
の
ホ
ラ
ー
ン
ス
キ
・
ナ
ー
ン
ド
ル
と
カ
ー
ラ
イ
共
通
財
務
相
が
会
っ
た

の
を
、
二
月
一
五
日
未
明
の
カ
ー
ラ
イ
の
謁
見
の
前
と
す
る
以
下
の
論
文
と
、
前
掲
の
二
〇
二
一
年
の
博
士
論
文
が
最
終
的
な
バ
ー
ジ
ョ

ン
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。Idem

,
れA
kir
㊖aly
v
㊖alasz

㊖uton:
F
erenc

J
㊖ozsef

㊖es
a
B
㊖anffy

㉕korm
㊖any
v
㊖als
㊖aga─,

L
ev
㊖elt ㊖ari

K
ψoz-

lem
㊖en

yek,
87.
㊖evf.2016.61

㉕78.old.

（
㌃)

砂
糖
、
火
酒
、
ビ
ー
ル
、
石
油
に
か
け
ら
れ
て
い
た
消
費
税
は
、
実
際
に
は
生
産
地
で
徴
収
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
商
品
の

消
費
が
生
産
を
上
回
っ
て
い
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
不
利
だ
っ
た
。
一
八
九
四
年
に
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
輸
入
が
輸
出
を
上
回
っ
た
こ
と

で
）
火
酒
で
実
現
し
た
、
消
費
税
の
生
産
地
政
府
か
ら
消
費
地
政
府
へ
の
補
填
（
共
通
関
税
圏
の
一
部
を
な
し
、
同
一
の
消
費
税
が
課
税

さ
れ
て
い
た
ボ
ス
ニ
ア
＝
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
、
形
式
上
オ
ス
マ
ン
帝
国
主
権
下
に
あ
る
た
め
に
ク
ォ
ー
タ
の
負
担
が
な
い
分
、
補

填
は
共
通
財
源
に
繰
り
入
れ
ら
れ
た
）
を
、
他
の
品
目
の
消
費
税
に
も
拡
大
す
る
措
置
を
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
要
求
し
て
い
た
。

SC
H
M
IE
D

㉕KO
W
A
R
Z
IK
,

op.
cit

●

,
S.52

㉕54,
74

㉕77.

（
㌶)

消
費
税
の
補
填
は
、
三
〜
四
百
万
フ
ォ
リ
ン
ト
（
グ
ル
デ
ン
）
に
上
る
と
見
積
も
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
当
時
の
共
通
予
算
の
規

模
か
ら
、
ク
ォ
ー
タ
は
一
％
当
た
り
百
万
フ
ォ
リ
ン
ト
（
グ
ル
デ
ン
）
程
度
に
相
当
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
ク
ォ
ー
タ
の
変
更
は
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
負
担
の
三
〜
四
％
の
引
き
上
げ
で
現
状
維
持
的
性
格
を
持
つ
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ー
ン
フ
ィ
内
閣
は
三
一
・
四
％
か
ら

三
三
・
四
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
し
か
容
認
せ
ず
、
他
方
で
バ
デ
ー
ニ
内
閣
は
両
国
の
歳
入
規
模
か
ら
三
六
％
へ
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
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四
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要
求
し
て
、
合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
（
ク
ォ
ー
タ
は
最
終
的
に
、
一
八
九
九
年
に
三
四
・
四
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
）。
ク
ォ
ー
タ
が
、

制
度
上
は
政
府
間
で
は
な
く
、
議
会
代
表
団
間
の
交
渉
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
間
で
の
取
引

を
難
し
く
し
、（
中
央
銀
行
の
特
許
延
長
、
間
接
税
法
の
修
正
な
ど
を
含
め
た
）
経
済
妥
協
全
体
で
の
合
意
を
妨
げ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア

側
の
過
大
な
要
求
の
背
景
に
は
、
一
八
六
七
年
の
妥
協
以
前
の
負
債
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
に
よ
る
負
担
が
定
額
で
定
め
ら
れ
て
お
り
（
利

子
負
担
の
増
加
に
よ
り
、
時
の
経
過
と
共
に
ク
ォ
ー
タ
を
下
回
っ
て
い
く
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
が
過
大
に
負
担
し
て
い
る
と
い
う
認
識

が
あ
っ
た
。Ibid

●

,
S.201

㉕216,
315.

（
㍑)

最
大
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
帝
国
な
ど
と
の
通
商
条
約
（
カ
プ
リ
ー
ヴ
ィ
宰
相
時
代
に
締
結
さ
れ
た
も
の
）
が
一
九
〇
三
年

に
改
訂
時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
一
九
〇
三
年
ま
で
の
関
税
・
通
商
同
盟
の
延
長
を
計
画
し
て
い
た
。SC

H
W
A
R
C
Z
-

W
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D
E
R
,
れM
agyarorsz
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M
T
JK
,
1898.

augusztus
31

●

,
ff.11

㉕16,
l ㊖asd

f.16,
M
N
L
O
L
W
12
(K
27).

https://adatbazisokonline.m
nl.

gov.hu/adatbazis/m
inisztertanacsi

㉕jegyzokonyvek

㉕1867

㉕1944/hierarchia

（
二
〇
二
三
年
八
月
三
一
日
接
続
、
以
下
同
じ
）

こ
の
条
項
は
ⅷ
イ
シ
ュ
ル
条
項ischuli

klauzula

ⅸ
と
通
称
さ
れ
た
。
暫
定
措
置
を
め
ぐ
る
交
渉
は
、
一
八
九
八
年
八
月
中
旬
に
皇
帝

の
夏
の
滞
在
地
、
バ
ー
ト
・
イ
シ
ュ
ル
で
開
始
さ
れ
た
が
、
こ
の
条
項
が
追
加
さ
れ
た
の
は
八
月
末
の
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
で
あ
る
。
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P
arlam

en
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V
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A
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1.
r
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L
T
лESZ

Istv
㊖an,
B
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B
udapesti

K
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㊖agtu-
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㊖anyi

E
gyetem

K
ψozszolg

㊖alati
T
anulm

㊖anyi
K
ψozpont,

P
arlam
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M
㊖odszertani

Iroda,
1997,
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独
立
党

の
コ
シ
ュ
ー
ト
・
フ
ェ
レ
ン
ツ
も
、
国
民
党
の
ア
ポ
ニ
も
、
議
事
妨
害
に
は
反
対
す
る
発
言
を
し
た
が
、
自
党
の
議
事
妨
害
を
や
め
さ
せ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
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326

㉕328.old.

（
㍊)

バ
ー
ン
フ
ィ
は
ヨ
シ
ポ
ヴ
ィ
チ
を
解
任
し
て
（
後
任
は
チ
ェ
ー
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
）、
内
閣
改
造
に
着
手
し
た
。
当
時
の
内
府
次
官

（
内
大
臣
は
バ
ー
ン
フ
ィ
が
兼
任
し
て
い
た
）
で
、
こ
の
内
閣
改
造
で
内
大
臣
と
な
る
セ
ー
チ
ェ
ー
ニ
・
マ
ノ
ー
の
手
記
も
参
照
。
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ヨ
シ
ポ
ヴ
ィ
チ
は

ク
ロ
ア
チ
ア
議
会
か
ら
派
遣
さ
れ
る
四
〇
名
（
下
院
の
総
議
員
数
四
一
三
名
に
は
含
ま
れ
な
い
）
の
ク
ロ
ア
チ
ア
議
員
団
の
団
長
だ
っ
た

が
、
ク
ロ
ア
チ
ア
総
督
（
太
守
）
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
の
説
得
で
、
他
の
ク
ロ
ア
チ
ア
議
員
は
自
由
党
に
残
っ
た
。
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ク
ロ
ア
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議
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つ
い
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は
、
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H
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Int ㊖ezet,
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●

,
ff.4
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㉕15,
25

㉕27;
1898.

deczem
ber
14

●

,
ff.1

㉕2,
M
N
L

O
L
W
12
(K
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（
〝)

M
T
JK
,
1898.

okt ㊖ober
19

●

,
ff.4

㉕5;
1898.

novem
ber
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●

,
ff.4

㉕28,
l ㊖asd

f.11;
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deczem
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●

,
ff.20

㉕38,

l ㊖asd.
ff.35

㉕36,
M
N
L
O
L
W
12
(K
27).

（
〞)

２新
し
い
選
挙
の
後
に
召
集
さ
れ
る
国
会
も
、
そ
の
闘
争
の
態
度
に
関
し
て
現
在
の
国
会
の
続
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
…
…
当
面
ハ
ン

ガ
リ
ー
に
お
い
て
議
会
制
立
憲
統
治
は
不
可
能
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。ⅸIbid
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,
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（
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B
E
R
T
лEN
Y
I,
れB
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D
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(1899.
janu

㊖ar

㉕febru
㊖ar)─,

in
V

eritas
㊖evk
ψon

yv
2015,

B
udapest:

V
eritas,

M
agyar

N
apl ㊖o,

2016,
33

㉕60.old.

（
ゖ)

内
大
臣
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
で
国
王
に
仕
え
て
い
た
セ
ー
チ
ェ
ー
ニ
・
マ
ノ
ー
は
、
危
機
打
開
を
目
的
と
し
て
政
府
内
に
い
な
が
ら
倒

閣
を
働
き
か
け
て
お
り
、
ペ
シ
ュ
ト
で
は
テ
ィ
サ
派
の
集
ま
る
（
ロ
イ
ド
宮
に
あ
っ
た
）
自
由
党
の
党
ク
ラ
ブ
で
は
な
く
、
穏
健
派
の
大

貴
族
の
社
交
場
で
あ
る
国
民
カ
シ
ノ
ー
で
ア
ン
ド
ラ
ー
シ
や
セ
ー
ル
と
密
談
し
、
ま
た
ク
エ
ン
＝
ヘ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
を
味
方
に
引
き
込

む
た
め
に
ザ
グ
レ
ブ
ま
で
訪
れ
て
い
る
。れSZ
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H
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Y
I
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㊖o
gr
㊖of
politikai

feljegyz
㊖esei─
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C
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㊖ag
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k
㊖erd
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239.old.

皇
帝
自
身
は
、
対
決
姿
勢
を
好
み
、
交
渉
や
妥
協
を
嫌
う
人
物
だ
っ
た
。
セ
ー
チ
ェ
ー
ニ
は
、

九
八
年
一
一
月
半
ば
の
内
府
次
官
就
任
時
に
ⅷ
い
ず
れ
小
銃M

annlicher

に
ま
で
手
を
伸
ば
さ
ね
ば
〔
す
な
わ
ち
、
軍
を
投
入
し
な
け

れ
ば
〕
な
ら
な
く
な
る
と
し
て
も
、
万
難
を
排
し
てcontre

vent
et
m
ar
㊖ee

バ
ー
ン
フ
ィ
〔
内
閣
〕
を
維
持
す
る
ⅸ
と
言
わ
れ
た
こ

と
や
、ⅷ
だ
が
、
セ
ー
ル
は
骨
の
な
い
、
柔
弱
な
人
物
だ
ⅸ
と
い
っ
た
彼
の
発
言
を
記
録
し
て
い
る
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W
12
(K
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バ
ー
ン
フ
ィ
内
閣
の
最
後
の
局
面
で
の
バ
ー
ン
フ
ィ
と
セ
ー

ル
の
間
の
個
人
的
な
対
立
に
つ
い
て
は
、
セ
ー
チ
ェ
ー
ニ
が
詳
細
に
伝
え
る
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